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    　涼やかな夏の日

    

　窓際に吊るされた風鈴が風に揺れ、涼しげな音を鳴らしている。

    　來夢学園からほど近い喫茶店。

    　強い日差しが物の影をくっきりと映し出し、ガラスを通した光がキラキラとテーブルに落ちる。

    　伊砂がパフェのアイスをすくい、口に運んだ。

    　伊砂は口の中でアイスを溶かしながら、手元のタブレットをスライドさせて眺める。

    「……本当に、よく調べてありますね」

    　伊砂の言葉に、体面の八馬が手を止めて顔をあげる。

    　伊砂はタブレットに目を落としたまま、ページをスライドさせていく。

    　しばらくそうしてから手を止めて顔をあげた。

    「……少し、八馬さんについて気になっていたことがあるのですが……質問してもよろしいですか？」

    「はい」

    　八馬は伊砂から目をそらさずにうなずく。

    　伊砂が微笑みを浮かべた。

    「八馬さんの経歴は書類で拝見しました。前に、文部科学省に勤務されていたとか」

    　八馬がうなずく。

    「八馬さんは今、新たなアプローチで未来を切り開こうとしている。社会の実情を知って政界へいくことは多くあっても、その逆は珍しいと、私は感じました。八馬さん個人の視点でいいので、ぜひ、あなたの考える展望をお聞きしてみたいのです」

    「……文部科学省を辞めたのは、今の社会を変える新しい切り口を知ったからです。僕は文部科学省で働かせていただき、国を動かせるのはあくまで国民なのだと感じました。民主主義国家である以上、多くの決めごとは世論によって審判されます。ですが、人々は今、それぞれ別の方向を向いている。資本主義経済体制が極端な格差を生んだことも、その一因であると僕は考えています」

    　伊砂がうなずきながら、続きを促す。

    「国民が国の行く末を決める現代社会において、国民一人一人が正しい知識を持ち、同じ未来を目指すことが必要です。僕は、その環境を創ることができませんでした」

    　伊砂がほんの少し、首をかたむける。

    　八馬が、伏せていた目を伊砂に向けた。

    「ですが、先生と新田金秋さんがそれをトライメント計画を通して実現されようとしている。……それが、僕がトライメント計画に参加した理由です」

    


　奥まった席に座っていたあやめと喜羽が身を隠すように壁際に寄った。

    　向き合いながら、二人の視線は入り口付近の伊砂と八馬に向いている。

    「……なに話してるんだろう」

    「まぁ、いつものお手伝いというやつじゃないか？」

    「喫茶店で？」

    「……」

    　あやめと喜羽が再び、伊砂と八馬の席に目を向ける。

    「だって、伊砂先生なんて巨大なパフェ食べてるよ。業務中には食べないよ、あれは」

    「じゃあ、なにを話してるんだ？」

    「それが気になるんじゃん。喜羽くんも考えてよ」

    　喜羽が腕を組み、片手を顎に添えて小さくうなる。

    　喜羽の答えにさほど期待をしていなかったあやめは、眉をハの字にひそめながら思ったままを口にした。

    「そもそも、伊砂先生と八馬さんってどういう関係なの？」

    「俺も知らない。俺が知ってるのは、奏が運営の手伝いを積極的に行っているのと、あいつにとって伊砂先生が憧れの存在だというくらいだ」

    「え」

    「ん？」

    「それ初耳なんだけど」

    　あやめがまっすぐ喜羽を見つめる。

    　喜羽がうなずく。

    「初めていったからな」

    「もう」

    　小さくため息をついてから、あやめが目の前のかき氷をすくって口に運ぶ。

    「文実、絶対二人の関係気になってるよ」

    　喜羽が目を丸くした。

    「それは気にしすぎじゃないか。奏は知らんが、伊砂先生なんて星乃くらいの子供がいてもおかしくないだろ」

    「それ、伊砂先生の前で言ったら殺されるからね」

    　あやめがスプーンをくわえたまま、座った目を喜羽に向ける。

    　喜羽が軽く咳き込んだ。

    「まあ、とにかくそれはないだろ、多分」

    「……というか、最近聞かないけど、喜羽くんは翔とはどうなのさ」

    「ん、まあ……河居風に言うなら――」

    　喜羽が右手で左手首の脈を押さえる。

    「脈がない、だな」

    「そ……そうなんだ？」

    「それに、君島は俺が星乃に気があると思ってる」

    「ぶっ、けほっ」

    　あやめが口を手で塞ぎながら咳き込む。

    　喜羽はスプーンでパフェをまぜながらあやめを眺めていた。

    「……ちょっと待って、それ初耳なんだけど！」

    「初めて言ったからな」

    　あやめは口を開いたまましばらく喜羽を眺めたあと、手元のかき氷に視線を落とした。

    　赤らんだ頬に手をあて、反対の手にもったスプーンでかき氷をすくいとった。

    　口に運び、またかき氷をすくう。

    　その動作を三度繰り返したあと、あやめが強く目を瞑った。

    　そのあと目を開き、大きく息を吸い込んで、ゆっくり吐き出す。

    「まあでも、それは否定したわけでしょ」

    　喜羽はあやめにチラリと視線を投げ、また手元のパフェに戻す。

    「いや、まあ……」

    「まったく、翔も何考えてるんだか。そんなはずないのにね？　まあ、翔はみんなより大人だし、仕事もあるし。なかなかそういう、恋？……をするみたいな思考にはなれないのかもしれないけどね？　ある程度強引に攻めないと気付いてもらえないんじゃないかな」

    「そうだな」

    「とりあえず、私にできることがあったらなるべく協力はするからさ。頑張りなよ、ファイトだよ喜羽くん」

    　捲くし立てるように、あやめが言葉を続ける。

    　喜羽は黙ってあやめを見つめた。

    「ん、なに？」

    　あやめがその視線を見つめ返すと、喜羽は目を伏せて手元のパフェに視線を移した。

    「いや、協力はもういい」

    「え？」

    　喜羽の視線が八馬と伊砂の方に向けられる。

    「……憧れか」

    


　伊砂と八馬が向かい合うテーブルに、空になったパフェグラスが二つ並ぶ。

    　伊砂が手元のアイスコーヒーを一口飲み、静かにテーブルに戻す。

    「そうですか、社会福祉公社LieFに……。八馬さんのような意思の強い方が来ていただけるのであれば、我々としても願ってもない話です」

    　伊砂の言葉を聞いた八馬が頭を下げる。

    「勿体ないお言葉です」

    　伊砂が苦笑いを浮かべる。

    「正直、久しぶりに心が揺れました。あなたのような考えを持つ人がいると知れただけでも、私にとっては大きな救いです」

    　伊砂が窓の外に目をやる。

    「今回の計画が終わったとき、我が社に入ることが八馬さんにとって最適であると判断したならば、改めてお声がけください。ですがもし、別の回答を見つけたときは気負わずそちらを選択してください」

    　伊砂が前を向き、八馬をまっすぐ見つめて微笑む。

    「どこにきっかけがあるか、わかりませんからね」

    　そう言ってから伝票を持ち、立ち上がる。

    　そのあとに続いて立ち上がった八馬が、ポケットの財布に手をのばすのを伊砂が手を掲げて止めた。

    　戸惑いの表情を浮かべる八馬にもう一度微笑み、伊砂は鞄を持って出口に向かう。

    「私も、今を変えねばなりませんね」

    

　・　　　・　　　・

    

　……翌日、放課後。

    　ざわめいた教室の中、帰り支度をする生徒の間をぬって、翔が八馬の席に歩み寄る。

    　八馬は席に座ってノートを眺めていた。

    「やほー、お疲れさま。八馬さん」

    「ああ、君島さん。お疲れさまです」

    　翔が手を後ろに組んで八馬のノートをのぞきこむ。

    「夏フェスの実行委員、大変そうだね」

    「こういうのは慣れてますから」

    「八馬さん、このあとご飯はどうするの？」

    「ご飯ですか？　お手伝い先でお弁当が支給されるようでして。そちらで頂く予定になっています」

    「ありゃ、そうなのかー」

    「なにかありましたか？」

    　翔からの意外な質問に、八馬が小さく首をかしげる。

    　人差し指で頬をかきながら翔が答えた。

    「あ、もし学食で食べるんだったら一緒にどうかなって思ったんだけどね」

    「それは、せっかくのお誘いをすみません」

    「ううん、大丈夫だよ。ところで、お弁当支給ってどんなお手伝いしてるの？」

    「そうですね、今はずっと夏のフェスティバル関係です」

    「ほほー、それじゃあ、これからそこへ行くの？」

    　八馬がうなずく。

    「そうなりますね」

    「それは貴重な経験だね」

    「はい。舞台裏あっての表舞台ですしね」

    　八馬が時計を見る。

    　ほどよい時間。鞄を閉じ、八馬が席から立ちあがった。そこで、ああ、と何かに気が付いたかのように一言。

    「君島さんも興味があれば、見学できますよ」

    「えっ、そうなの？」

    　目を丸くした翔を、八馬がじっと見つめる。

    「場所は限られますが写真も撮れますし、今日は色々と準備しているものも見られるかもしれませんが……もしよければ」

    「それは、もしお邪魔でなければ、ご一緒したいかも」

    　八馬が微笑んでうなずく。

    「わかりました。途中で抜けても大丈夫ですので、気兼ねなく言ってください」

    　八馬は鞄を手に持った。

    　翔が慌てて、自席に鞄を取りに戻る。翔が鞄を持ってきたことを確認して、八馬は先導するように教室を出た。

    「それでは行きましょうか」

    


　運転席に八馬が座り、助手席に翔が座る。

    「そういえば、八馬さんはフェスティバルの出し物、なににするの？」

    　翔が八馬の横顔に視線を投げながら聞いた。

    「ああ。それが、まだ決まってないんですよね」

    「なんと、意外な」

    「正明と僕は、形に出来るものがなくてですね。みなさんの出し物をまとめる際にアイデアをいただこうと考えていました」

    「うーん、そっかぁ。確かに、学科が同じわけでもないし、皆趣味も違いそうだもんね。そういうメンバーと共同制作ってなると、なかなか難易度高いよねー」

    「君島さんのところは、もう決まってるんですか？」

    「ああ、うん。うちは大きな絵を一枚と、その絵の世界観をつづったガイドブックを一冊作る予定」

    「絵、描かれるんですか？」

    「あーうん、ちょっとね」

    「君島さんが描かれるんですか？」

    　八馬が改めて、横目で視線を翔に向ける。

    　翔が八馬のほうを向いて、両手をぶんぶんと振った。

    「あああっ、うん。まあ、あやめがデザインを勉強してるから、絵だったら一緒にできるかなーなんてっ」

    「それは、楽しみです」

    　そう言って八馬が微笑みを浮かべ、視線を前に向けた。

    　……そうしているうち、二人はフェスティバルの作業場へ。手伝いに参加しに行った八馬を見送り、翔は手近なベンチに腰掛けていた。

    　日陰になったベンチに腰掛けた翔が、視線を外に向ける。

    　翔の視線の先で、八馬が車の中の荷物を指さし、隣に立つ男性になにかを伝え始めていた。

    　しばらくその様子を眺めてから翔はカメラを取り出し、八馬の姿を写真に収める。

    「君島さん」

    　カメラを構えたまま、声のしたほうを振り返る。

    　背筋を伸ばして立つユウが翔を見下ろしていた。

    「あれ！　ユウ!?」

    　ユウがぺこりと頭を下げる。

    「奇遇ですね」

    　微笑みながらユウが言った。

    　翔が勢いよく立ち上がる。

    「いやほんとっ!!　えっええっ、なんでここに!?」

    　翔がユウに駆け寄り、揃えられていたユウの両手をとる。

    「あのあと何回か観光協会に行ってみたけどユウずっと留守だし、もう会えないかと思ってたよーっ」

    　両手で取ったユウの手を上下にぶんぶんと振る。

    　ユウが苦笑いを浮かべる。

    「すみません。みなさんがいらしてからはなにかと忙しくて……第二地区をご案内して以来、ですよね」

    「うんうんっ」

    　苦笑いを浮かべたままユウが目を伏せて、翔が勢いよくふり続けている手を眺める。

    　翔がハッとして、両手を離し左右に振る。

    「いやごめんごめん。そうだよね、あの時以来だよね。ほんと会えてよかった……！」

    　そう言って再び、翔がユウの手をつかみ、ユウが微笑む。

    「ユウ、もしかして今日はここでお仕事なの？」

    　ユウがうなずく。

    「夏のフェスティバルで使う花火玉を孤島へ運ぶサポートにきています。孤島の管轄は少し特殊で、今は私が管理を担っているんです」

    「ええっ、孤島の管理!?　すごい、そんなこともするんだ……」

    「でも当日は孤島でお留守番なので、夏のフェスティバルが見に行けないことがすごく残念で……。ビアガーデンの催し物で音楽演奏があると聞いていたので、すごく楽しみだったんです」

    「ええーっ。誰か大人の人と代われたりしないの？」

    「……うーん……難しそうですね……。管理責任者の問題は色々複雑でして……」

    「そうだよね……。こんなに若いユウが働いてるってことは、なにかあるんだろうなーって気がする……」

    「でも、私は好きでやっているので、心配しないでください」

    　ユウの微笑みが苦笑いに変わる。

    　その態度に、翔は眉を寄せて唇をとがらせた。

    「それにしたってユウは働き過ぎだよー。観光協会に掛け合って、ユウをガイドさんとしてあてがってもらえないかな」

    「それはいいですね。まだご紹介できていない場所もたくさんあるので、星乃さんもご一緒に島のガイドツアーをしたいです」

    「ねっ。ユウのおかげで島の写真もいっぱい撮れたし、あやめもすごい楽しんでたからぜひお願いしたいな」

    　ユウが両手をそろえて綺麗にお辞儀をする。

    「タイ焼き一つで駆けつけますので、二上ツアーをどうぞごひいきに」

    「あんこだよね。任せて！」

    　顔をあげたユウと翔の目が合い、二人とも微笑んだ。

    　ユウは外に視線を投げてからもう一度翔を見て小さく首をかしげた。

    「君島さんは、本日はどうしてここに？」

    　翔が後ろを振り返り、外側に停車している車を指さす。

    「彼に同行して見学させてもらってるんだ。さっきユウが言ってた、運送に関する連絡係みたいな感じかも」

    「なるほど。そうでしたか」

    　小さくうなずいたあと、ユウが翔に向き直る。

    「それでは、君島さん。本日はどうぞよろしくお願いしますね」

    　ユウがお辞儀をして、翔も慌ててぺこりと頭をさげる。

    「こちらこそ。どうぞ、よろしくお願いします」

    　顔を上げて、翔が微笑んだ。

    


　ユウとの会話の後。戻ってきた八馬に案内された広大な大地を一望できる広場で、翔が両手をひろげる。

    「ひろーーーい。自由だーーーっ」

    　八馬が翔の背中を眺めながら微笑む。

    　そのあとで荷物を手に持ち、辺りを見渡した。

    「ここが、ビアガーデンを開催する場所になります」

    　翔が振り向いてうなずき、また開けた景色に視線を向ける。

    　大きな広場の中央の舞台の上で、翔の視線が止まった。

    「前にきたときはわからなかったけど、こんなに広かったんだね」

    　翔の視線が中央の舞台からわずかにあがり、遠くにひろがる山に視線が向けられる。

    　八馬は翔の視線を追ったあと、翔の横顔を眺めた。

    「君島さん、二上さんとお知り合いだったんですね」

    「うん。入島初日に桜公園で出会ったんだけどね。みんなで旅館にいったときだったかな……あやめが二上さんと再会して。そのとき仲良くなって、私も一緒に第二地区を案内してもらったことがあったんだ」

    「なるほど、そうだったんですね」

    　八馬がうなずいて、舞台の周辺に集まる数人の人物へ視線を向ける。

    「僕もたまに二上さんとお会いすることもあったのですが……あんなに話す彼女を始めてみましたよ」

    「えっ、そうなの？」

    　八馬がうなずき、翔が小さく首をかしげる。

    「……なんだろ、女の子同士だったからかな……。私も本当はもっと話したいんだけど、ここでは携帯とか使えないじゃない？二上さんも仕事で忙しそうだし、なかなか機会がないんだよね」

    「確かに、常にお仕事をされているイメージがありますね」

    　八馬が数歩前に出て翔の隣に並ぶ。

    「僕は係の方と話してきます。君島さんは館内の写真を撮っていても大丈夫ですよ」

    「なんか、撮ってばっかりでごめんね」

    「いえいえ。君島さんには車を出していただいたり、すごく助かっています」

    「ほかにもできることがあったら手伝うから、言ってね」

    　八馬は微笑みながらうなずき、駐車場のほうに去っていった。

    　翔はその後ろ姿を見送ってから周囲を見渡し、カメラを構える。

    　シャッターボタンを押し、コンパクトデジタルカメラがかしゃりと鳴った――。

    


　文実と喜羽が並んでテーブルに向かい、その対面にあやめが車椅子を寄せている。

    　あやめと文実はタブレットを操作し、文実はノートにペンを走らせる。

    　文実がペンを置き、足元においた手提げ鞄からノートパソコンを取り出してディプレイを開いた。

    「ふぁー、めんどい。あああーめんどいよーーー」

    「黙ってできないのか、お前は」

    　喜羽が、手元のタブレットに視線を落としたまま言った。

    「だって資格試験がやっと終わったのに、それよりも面倒な出し物に織鶴が決めるんだもん。当の本人は来ないしさー」

    　文実がノートをたてて、顎を机においたまま、脱力しきった声で言った。

    「ん、お前らもう出し物決まったのか」

    「まぁ」

    「えっ、喜羽くんのところ、まだ決まってなかったの？」

    　あやめが目を丸くして喜羽を見る。

    　喜羽がタブレットから顔をあげて、頬をぽりぽりと掻いた。

    「なんだ、皆もう決まってるのか……」

    　その言葉に文実が勢いよく起き上がり、ずいと喜羽に顔を寄せる。

    「あれ、じゃあ奏くんも決まってないってことだよね」

    「そうなるな」

    「……そうなんだ。もうささっと決めちゃってるかと思った」

    「あいつは真面目だからな。それで結構選択肢を狭めてる気はする」

    「ふーん」

    　文実はノートパソコンの起動画面を眺めながらゆっくりうなずいた。

    「喜羽はなにかないの？」

    「なにか？」

    「アイデア、出し物の」

    「奏が思いつかなくて俺が思いつくわけないだろ」

    「開き直った」

    「だよねー」

    「夏杞のところは何にしたんだ？」

    　文実が手元のノートを喜羽に突き出して見せた。

    　喜羽が目を細めて、向けられたノートを凝視する。

    「ほう、わかりやすいな」

    「え、私も見たい」

    「どうぞどうぞ」

    　文実があやめにノートを差し出し、あやめがうけとる。

    「ほんとだ、読みやすい」

    　そのまま、手元のノートをじっくり読み始める。

    「……アプリ開発？」

    「そ」

    「えっ、これ文実が作るの？」

    「そう。面倒でしょ」

    　目を丸くしたあやめが顔をあげる。

    　目と口を同じ形に開いたまましばらく文実の顔を見つめ、あやめはもう一度手元に目を落とした。

    「文実、そんなことできるんだ……」

    「こいつは地味に俺より優秀だからな」

    「それはもちろん知ってるけど」

    　あやめがノートを喜羽に差し出す。

    　喜羽はそれを黙って受け取った。

    「ただの旅行支援ツールだけどね。ＷＥＢサイトでも事足りるとは思うんだけど、それだとあたしがやることなくなるからって織鶴がアプリにしたんだよね」

    「ほえーー」

    「文句言っている割には丁寧な仕事してるじゃないか」

    「だって適当にやってできるものでもないし」

    「ふむ、それもそうか」

    　腕を組んだまま、喜羽が片手で顎を擦る。

    「支援ツールか……俺もできたらいいんだがな」

    　呟く様にそう言って、喜羽が目をつむり、天井を仰ぐように上を向く。

    「今までどんな案が出たの？」

    「一応、それぞれの知識をまとめた簡単な解説本を作る案は出ているんだがな。お互いに共通するネタがない」

    「別にバラバラでもいいんじゃない？」

    「知識ネタは論文みたいで見栄えは悪いし、奏がもう少し考えたいって。あいつはなんでも目標が高すぎるんだよな」

    「いいじゃん。高い目標にむかって努力する男子はカッコいいよ」

    「目標が高すぎてなにもできなかったらカッコ悪いだろ」

    「それはそれでカワイイ」

    「お前、奏ならなんでもいいんだろ」

    　文実が両手の人差し指を喜羽に向ける。

    「それな」

    　二人のやり取りをよそに、じっと机を見つめていたあやめが顔をあげる。

    「文実がよければ、喜羽くんのところと一緒にグループ組んじゃったり？」

    　あやめからの提案。

    　文実と喜羽があやめを見つめ、そのあとで互いの顔を見合った。

    　あやめが提案を補足する。

    「喜羽くんの趣味って旅行でしょ。そっちは河居さんのとまとめて、八馬さんのアイデアはアプリ開発のできる文実がまとめてあげるとか……」

    　見つめ合っていた文実と喜羽が、ゆっくりあやめのほうに顔を向ける。

    「ルームメイトの二人組が入っていればチーム制作でもいいって先生も言ってたし……」

    　つぶやくようにそう言って、あやめは再び目を伏せて机の一点を見つめる。

    「……まあ、手間がかかるかあ」

    　文実はあやめを見つめたまま、ポカンと口を開いていた。

    「……それだ」

    「え？」

    　顔をあげたあやめにむかって、文実が勢いよく人差し指を突き出す。

    「あやめ、天才！」

    　文実が喜羽のほうに振り向いて、肩に手をおく。

    　たじろいだ喜羽が文実から離れる様に身を反らす。

    「あたし、織鶴に掛け合うからさ、喜羽は奏くんに相談してみてよ」

    「それは、願ってもない申し出だが……」

    「よしゃ、決まりね！」

    　文実は正面のノートパソコンに向き直り、マウスを小気味よくクリックしてから大きな音を立ててキーボードを叩いていく。

    　あやめと喜羽が目を合わせる。

    　文実が口角を上げながら画面をみつめ、両腕を組んで身体を椅子に預ける。

    　満足気にディスプレイを眺めてから、エンターキーを強く叩いた。

    


　フェスティバルの作業がひと段落した夕食時。

    　学生で賑わう学食の中を、お盆を持った翔と八馬が歩く。

    　翔が空いた席を見つけ、お盆をおいて腰掛ける。八馬はその対面へ。

    　両手を合わせて小さく頭を下げた後、翔はヒジキを一口分、白米の上にのせて一緒に頬張った。

    「本日はお付き合いいただきありがとうございました」

    　八馬が小さく頭を下げる。

    　翔は片手で口を隠し首を振った。

    「いやいや、それはこっちの台詞だよっ。今日は色々案内してくれてありがとうね」

    　八馬が微笑みを浮かべる。

    「君島さんは、なんでも興味を持っていただけるので案内の甲斐があります」

    「普段は撮れない写真が撮れるし、イベントの裏側を見せてもらうのも私にとって貴重な経験だからね」

    「それはよかった」

    　八馬がうなずいて、漬物を口に運ぶ。

    　翔はご飯を頬張り、咀嚼して飲み込んだ。

    「八馬さんが今日みたいなお手伝いを積極的に行っているのは、やっぱり公社への就職を考えているから？」

    　八馬が上目遣いに翔を見てから目を伏せる。

    「いえ、どちらかというと、トライメント計画の内情や仕組み、その効果をこの目で確かめるためですね。就職することができれば嬉しいですが、目的は公社代表の方と同じで、その先にあります。トライメント計画に参加した一番の理由は、現場を見たいという想いかもしれません」

    「なるほど……確かに理解を深めるなら現場に身を投じるのが一番早いよね。学校にしろ職場にしろ、入るまでの過程が厳しいから、こういう機会は願ってもいないチャンスというか」

    　八馬がうなずく。

    「仮に機会があっても、普通は個々人の能力に左右されてしまうところを、この計画は環境の在り方でカバーしています。まさに、理想郷といえます」

    　そうつぶやいた八馬がご飯を頬張る。

    「…………」

    　翔が八馬を上目遣いに盗み見る。

    　それから、同じようにご飯を口に運んだ。

    「……八馬さんをそこまで突き動かす原動力って……なんだろう？」

    「…………。そのままの意味でお答えするのなら、社会の良き変化を見たいという興味。培った知識を試したいという欲求……あとは、使命感……でしょうか。あと……、僕は過去を清算し、人生を再スタートさせたばかりだから……今の動きができるのかもしれませんね」

    　翔が目を伏せて、手元の箸の先を見つめる。

    　そのまま、自嘲気味に苦笑いを浮かべた。

    「……なるほどね……」

    「……今の君島さんにとって、この環境は辛そうですね」

    　翔が顔を上げて目を丸くする。

    　八馬の視線を受けて苦笑いを浮かべ、また目を伏せた。

    「……まさか、見破られるとは……」

    「…………」

    　八馬がグラスを持ち。水を一口飲んで、静かに息をつく。

    「ここは、共生を強制される場でもありますからね」

    　翔が、目を伏せたまま固まる。

    　そしてゆっくり顔をあげて八馬を見つめる。

    「……それって、もしかしてダジャレ？」

    「……スルーしてください」

    　八馬が微笑みを浮かべた。

    　翔がキョトンと目を丸くする。

    「お……おおう……。八馬さんもボケたりするんだね……」

    「ボケますし、ツッコミもいれますよ」

    「想像つかないなぁ……」

    　八馬が苦笑する。

    「まあ、人と話すのは苦手ですね……。できることなら会話に参加せず、皆さんを見守っていたいです」

    「ほえー……」

    　翔がしげしげと八馬を見つめる。

    　八馬はいったん目を伏せて、もう一度顔をあげた。

    「ときに君島さん」

    「ん？」

    　翔もお膳から顔をあげて八馬を見る。

    　八馬が少し顔を伏せ、上目遣いに翔を見つめる。

    「――君島さんは、なぜ星乃さんをルームメイトに選んだのですか？」

    「…………。……それは……」

    　八馬が左手を軽く掲げた。

    　そのてのひらに翔が目を向ける。

    「当ててみてもいいですか？」

    「……」

    　翔がゆっくりうなずく。

    　八馬が微笑んでから口を開いた。

    「君島さんは――」

    　八馬の口が、はっきりと『回答』を紡ぐ。

    　翔は小さく息をついたあと、眉を下げ、困った様な微笑みを浮かべたまま、八馬にうなずいて返した。

    「あたり」

    　でも、よく分かったね。

    　そう翔が言葉を返すと、八馬は「実は……」と言って、少しだけ彼自身の知る「星乃あやめ」のことを話したのだった。

    


　扉が横にスライドして開き、翔が部屋へと戻ってくる。そのまま、同居人の待つ寝室へ。

    「ただいまー」

    「おかえり、翔」

    　車椅子に座ったあやめが振り返って翔を見上げていた。

    　翔は軽く手を上げて、自分の机に歩み寄って鞄を降ろした。

    「今日は珍しく遅かったね」

    「うんー。八馬さんについていって夏フェスのお手伝い見学させてもらっちゃった」

    「へー、写真撮ってきたの？」

    「そそー」

    　翔が鞄の中をあさり、カメラを取り出す。

    　電源を入れて、撮った写真を順番に表示させていく。

    「あ、今日二上さんと会ったよ」

    「えっ。あ、もしかして運営のお手伝いしてたから？」

    「うん、そんな感じ」

    「そうなんだ……やっぱり忙しそうだね」

    「だねー」

    　あやめが翔のほうをチラリと見る。

    「二上さん、何か言ってた？」

    　カメラの画面に顔を向けたまま、翔もあやめに視線を向ける。

    「今度は自分から会いに来るって」

    　あやめの顔に笑みが浮かぶ。

    「そっか」

    　翔が微笑んでうなずいた。

    　そのあとでカメラをテーブルにおき、ノートを取り出す。

    「あやめは今日なにしてたの？」

    　あやめが大きなタブレットを手に持ち翔に見せる。

    「小冊子のデザイン案をいくつか作ってたんだけど、どうかな……」

    　翔が差し出されたタブレットに目を向け、椅子から立ち上がりあやめのほうに寄る。

    　そのまま前屈みになりタブレットをのぞき込んだ。

    「おおー！　いいじゃん。すごい、ちゃんと絵に合うような要素でまとめてあるっ」

    「河居さんにも見てもらおうと思ったんだけど、最近は天草さんのところへずっと行っててあまり会えてないんだよね」

    「あら、学園で見てほしいって伝えておけば？」

    「うーん、わざわざそのために来てもらうのも悪いなーと」

    「あはは、りっちゃんは頼られるほうが嬉しいタイプだと思うよ」

    「そっかぁ……、じゃあちょっと声かけてみようかな」

    「うん、私も会ったら伝えておくよ」

    　翔が前屈みになっていた姿勢を戻し、両手を腰にあてる。

    「そうだ、あやめってピアノずっと弾いてたの？」

    「ん？」

    　あやめがタブレットを机に戻し、画面に触れる。

    　それから勢いよく翔を見上げた。

    「えっ！！！！　な、なんで！！！　河居さんに聞いたの!?」

    「あ、ゴメン。内緒にしてた？　実は八馬さんから聞いて……」

    「へ？　八馬さん？」

    　あやめが姿勢を戻して両足を両手で揉む。

    「あ、いや。突然だったからびっくりして……でも、どうして八馬さんが？」

    「八馬さん、ピアノコンクールで、あやめが受賞してたの見たことあるって」

    「ええっ!?」

    「名前は忘れちゃったんだけど、そのピアノコンクールが、八馬さんのいた所が後援で入っていたみたいで、表彰式は毎年出てたんだって。毎回上位入賞者に入ってたから印象深かったみたいで……あとあやめの先生と、八馬さんのところの会長さんが仲良かったみたい」

    「うそ……そんなことってあるの……」

    「ねー、りっちゃんもそうだったけど、世界は案外狭いんだねえ」

    　あやめが両足を揉みながら唸る。

    　翔がその様子を見ながら頬をかく。

    　両手を後ろに回して、翔が少し前屈みになる。

    「音楽やってたことは、秘密にしてる感じ？」

    　あやめは両手を止めて翔を見上げる。

    　それからもう一度顔を伏せ、両足を揉む。

    「……うーん……別に隠している訳ではないんだけど、今は弾けないかなーって……」

    　翔が微笑む。

    「ああ、大丈夫だよ。私も漫画を描いていること隠しているわけだしね」

    　あやめがぼんやりと液晶タブレットを眺める。

    　それから翔を見上げた。

    「そういえば、今回の夏フェスはいいの？　絵描いたらバレちゃわない？」

    　翔が目を丸くしてから微笑み、姿勢を戻す。

    「ああ……。まあ、絵柄は変えるし、一枚絵なら大丈夫かなって」

    「そっか」

    　あやめも微笑んで言った。

    「でも、なんだか緊張するなあー。早乙女先生とご一緒するわけだもんね……なんか申し訳なくなっちゃう」

    「ちょっとーやめてよー。そういうのなしね！　私はあやめと一緒に作れて、純粋に嬉しいんだからいいのっ」

    「うぐー、立派な花に見合う植木鉢を作ります」

    「もうっ」

    　翔が苦笑する。

    　クスクスと笑うあやめを見下ろして、翔が小さく安堵の息をついたのだった。

    

　・　　　・　　　・

    

　寮の一室にて。

    　背の低いテーブルを囲んでいるのは、織鶴と文実、それに喜羽と八馬。

    　二段ベッドの上段には荷物が積まれていた。

    　テーブルの上にはノートとＡ４紙の資料が広げられ、それぞれ自分のタブレットを手元においていた。

    　文実がノートにペンを走らせて図を描く。

    「と、こんな感じで分けて、奏くんの『起業支援アプリ』と、織鶴と喜羽の『旅行プラン支援アプリ』をそれぞれ作るでしょ。それで、アプリ開発は喜羽にも手伝ってもらって、あたしと協力すれば――」

    「ウィンウィンか」

    「それ、あたしの台詞」

    　文実が目を細めて喜羽を睨む。

    「とまあ、そういう感じなんだけど、どうかな」

    「うむ、俺はいいと思うぞ」

    「私も、基本レイアウトが一緒ならそんなに手間かけずにできると思う」

    「僕にとっては非常にありがたい申し出ですが、皆さんの負担など大丈夫でしょうか……」

    　八馬がテーブルに広げられた紙を黙って見つめる。

    　文実が喜羽を見て不敵に微笑んだ。

    「あたしは、喜羽くんの理解力次第で結構変わるかなー？」

    「うむ、何でも教えてくれ」

    「まとめる内容はもうできてるし、旅行アプリのほうも素材はほとんど仕上がってるから大丈夫ですよ」

    　八馬が手を口に当て少し俯き、それから顔をあげる。

    「わかりました。では、制作進行は僕に任せてください。なるべく皆さんが作業に集中できるように周辺の雑務も引き受けます」

    　文実が微笑む。

    「よーし、じゃあ夏フェスに向けてガンバろーっ」

    


　部屋の隅の机に織鶴が向かい、手元のタブレットを見下ろしてる。

    　その隣に座っている喜羽がノートにペンを走らせていた。

    　中央のテーブルでは文実と八馬が肩を寄せ合って座り、一つのタブレットを覗き込んでいた。

    「ふむ……これは仕組みを理解するだけでもなかなか時間がかかりそうですね」

    「だねー。奏くんはとりあえず、このフレームだけ参考にして起業支援に必要な情報をまとめてもらえればいいかな。思いつくことを書きだしてもらえれば、織鶴がいい感じに情報を絞って、デザイン案と一緒に出してくれると思うから」

    　八馬が織鶴のほうを見てから、テーブルのノートに視線を移す。

    「文実さん、話は変わるのですが、この仕組みはパソコンなど、別の媒体でもアプリ化することは可能なんですか？」

    「ん、それはもちろんできるよ。パソコンで展示したい？」

    「ああ、いえ。可能なのかどうか気になったもので。……ちなみに、それは文実さんにもできるんですか？」

    「うん、これは簡単だよ」

    「なるほど」

    　八馬が口に手を当ててタブレットに視線を落とす。

    　文実が八馬の横顔を見つめる。

    「なにか気になることでもあった？」

    「トライメント計画が推奨しているこのタブレットですが、これを構成する根幹のシステムは、今回制作するアプリと同じなんですか？」

    「んーと、同じと言えば同じなんだけど、このシステムの根幹を創っているのは、『RelieF』っていう人工知能なんだよ」

    「よく聞く名前ですね」

    「うん。人工知能はそれぞれ目的ごとに特化していて能力が違うんだけど、『RelieF』は膨大なデータから必要とされるシステムを作り出すことに特化しているんだよね。正直言うと、あたしたちが作ろうとしているシステムも、『RelieF』があれば基盤となるものは一瞬で作れちゃうんだ。つまり、『RelieF』が内部で演算している内容を、あたしたちが同じように演算して作るという意味では、根幹の仕組みは同じだって言えるかな」

    「……なるほど」

    　八馬がわずかに首をかたむけ、ぼんやりとノートに視線を落とす。

    　文実もその視線を追って、自分のノートを眺めた。

    「でも、『RelieF』は今のところ公社『LieF』の中でしか使われてなくて。というのも、新しい独占禁止法で使用制限が定められているんだよね。今世の中にある自動システムのほとんどは『RelieF』を模倣した人工知能が作ってる感じ。世の中の認識が変われば、この辺りもまた変わってきそうだけどね。あ……、聞きたいことの答えになってるかな？」

    　文実が八馬を振り返る。

    　八馬はじっと文実を見つめていた。

    「ほ……」

    　文実の頬が赤らむ。

    　無表情の八馬が、文実の目をまっすぐ見つめ続ける。

    「えっと……？」

    　八馬がハッと息をのみ、視線をそらした。

    「……いえ……。すごく、わかりやすいなと思いまして」

    　文実が頬を赤らめたまま小さく何度かうなずく。

    「それはよかった」

    　そう言って文実は微笑んだ。

    　八馬の視線がテーブルにおかれたタブレットに向けられる。

    「…………」

    


　一方、文実と八馬が作業を進める同じ部屋の隅の机で、喜羽と織鶴が向かい合っていた。

    「だからー、これは初心者向けの旅行ガイドで、みんなでワイワイ楽しめることが大事なの！」

    　喜羽が手元のパンフレットを掲げてパンパンと叩く。

    「いやいけるって。皆でワイワイ登山してキャンプ場も完備。今の若い奴はこういうの絶対好きだから入れておこう」

    　対抗するように織鶴もノートを掲げる。

    「女の子が気楽にいけるプランなの！　喜羽っちのプランでワイワイキャッキャって、下手したら死人でるよ!?喜羽くん基準で考えないでよっ」

    　喜羽がパンフレットを机に置き、両手を大きく揺らす。

    「お前も前に言ってたじゃないか。吊り橋効果が男女を急接近させるんだよ。ほら、ウィンウィン!!」

    　織鶴が机にノートおいて強く叩く。

    「覚えたての言葉連発してお主は小学生か！　とにかく、導入はライトユーザー向けにすべきなの！　掴みが大切なの！喜羽くんのはエンドコンテンツ！」

    　喜羽が両手を差しだし、ろくろを回し始める。

    「おいおい。お互いにリスペクトできるパートナーシップを築いてシナジー効果を生んでいこうじゃないか」

    　織鶴が座った目を細めて喜羽を睨む。

    「そもそもね、今回はストラテジックアライアンスでただでさえタイトなんだから、ジャストアイディアで話している余裕はないの。ベストプラクティスから最適なビジョンをすぐ打ち出さないと、オンスケでのリリースは無理！」

    　喜羽が眉をしかめ、下唇を噛む。

    「くそ……さっぱりわからんぞ……」

    　織鶴が顎を突き出すように顔をあげる。

    「へっ、甘いですよ。私がデザインの仕事でどれだけイシキ・タカイ系な方々を相手してきたと思ってるんですか。ルーキーはこれだからいけないですねえ」

    　音もなく近づいてきた文実が、二人の様子をジトっと眺める。

    「なにやっとんじゃ、お前らは」

    


　寮のまた別の部屋にて。

    　あやめと翔が机に向かいあっていた。

    　それぞれ液晶タブレットに向かい、黙々とペンを動かす。

    　半分ほど開かれた窓から虫の鳴き声が届き、風が吹いてあやめの髪の毛を揺らした。

    　翔とあやめが同時に身体を引いて画面から顔を離す。

    　しばらく画面を見つめたあと、二人が再び机に向かい作業を始める。

    　あやめが、沢山の旅行パンフレットが折り重なっている机から配色カードを手に取り画面と見比べる。

    　翔の机にはカメラとタブレットがおかれ、ときおりタブレットを眺めながらペンを走らせる。

    　外で鳴った重低音が、微かに窓を叩く。

    　あやめが顔をあげて窓の外に目を向けた。

    　同じ方向に歩いていく人の流れがあやめの目に映った。

    「なんかいっぱい移動してるね」

    　あやめが翔のほうに顔を向ける。

    　翔も窓の外を眺めていた。

    「あ、うん。なにかやってるのかな」

    　翔が立ち上がり、机に乗り出して窓の鍵を開けた。

    　窓ガラスをスライドさせて開くと、遠くから微かに音楽が届いてきた。

    「ん、誰か演奏してるね」

    　翔が目を閉じて、耳を澄ませる。

    「ああ。これ、あれじゃないかな。天草さんところの」

    「あー」

    　翔が窓に手をかけたまま、あやめのほうを振り向く。

    　ちなみに天草さん、というのは同じくトライメント計画の参加者で、フェスティバルではバンドをやる予定になっている人のことだ。

    「夏フェスのリハーサルかなんかだろうね」

    「なんか、お祭りって感じがしていいな」

    　車椅子に座りながら、あやめが窓から見える夕空を見つめる。

    「もう、すっかり夏だね」

    


　八馬がテーブルに広げられた資料をまとめ、クリアファイルにしまう。

    　部屋の中に入ってきた喜羽が、ビニール袋を持って中央のテーブルに座り込む。

    「日替わり弁当、今日は回鍋肉だと」

    　ビニール袋の中から弁当を二つ取り出し、喜羽がテーブルの上に並べる。

    　箸を取り出して八馬に差し出す。

    「ありがとう」

    　八馬が資料とパソコンを隅に避けてスペースをあけ、ペットボトルを手に取り二つのコップに注いだ。

    「出し物、決まってよかったな」

    　八馬が喜羽を振り向く。

    「うん。文実さんのおかげだね」

    「ちゃんと夏杞に礼を言ったか？」

    「もちろん」

    　八馬がコップを喜羽の手元におく。

    　喜羽と八馬、箸を取り出し、弁当のフタを開ける。

    　二人が手を合わせ、小さく頭を下げてから割り箸を割る。

    　それぞれご飯を口に運び、咀嚼する。

    「しかし、二人を見ているとやるせない気持ちになるな」

    　八馬が喜羽にちらりと視線を向けてから、二口目のご飯をほおばる。

    　喜羽が八馬をじっと見つめる。

    　八馬は黙ったままもぐもぐと口を動かしていた。

    　飲み込んでから小さくため息をつく。

    「……こういうのは、タイミングなのかな」

    　喜羽がご飯を口に入れて咀嚼する。

    「奏はこれからもっと忙しくなっていくだろうからな。いつになったらそのタイミングやらが訪れるのか」

    「さすがに、十年もしたら僕も落ち着きたいと思うけどね」

    「十年か……お前はあれだな、いつか伊砂先生みたいになるんだろうな」

    　八馬が動きをとめて喜羽を見上げる。

    「……それは、どちらの意味で？」

    「ん、どういうことだ？」

    「いや……」

    　八馬が目を逸らし、ご飯を口に運ぶ。

    「でもまあ、目的に向かってそれだけ努力ができるのはすごいと思うよ」

    　喜羽が自分の言葉にうなずく。

    「奏の得意な分野だということもあるんだろうが――。少なくとも俺は、それだけ人生をかけられるようなものが見つけられなかったからな」

    　八馬が漬物を箸でつまみ、口へと運ぶ。

    「適材適所、量才録用だよ」

    　喜羽が首をかしげる。

    「パードゥン？」

    「……才能を量り、能力を生かせる地位に登用すること。正明の言った通りさ。人は出生を選べず、遺伝と環境の両因子を受けて人格と価値観を形成する。それぞれの意識は反発するようにあらあじめプログラムされている。けど、現代医学では遺伝子操作によってあらかじめある程度のプログラムが可能だ。環境もまた、作り出すことができる。それでもその方法を選択しないのは、集団に多様性があることの重要性を、人々が感じているからだと僕は思う。互いの価値観を理解し合い、認め合った上で共通の目的を掲げること。皆願ってはいるんだよ、いつかはそうなるようにとね」

    　口角を小さくあげて、八馬が苦笑いを浮かべる。

    「現実には、その機会を作ることが難しい……だからすごいんだ、このトライメント計画……いや、伊砂先生は」

    　喜羽がご飯を口に運び、しばらく咀嚼してから手を止め、八馬を見つめる。

    「なあ、奏が今の目標を決めたきっかけはあったのか？」

    　喜羽の視線を見つめ返してから、八馬が手元のご飯に視線を戻す。

    「今の考えにいたったのは最近だね。そもそも、僕には子供のころから目指していた別の目標があったんだ」

    「そうなのか？」

    　八馬がうなずく。

    「僕が養子で、血縁のある両親を知らないという話はもう伝えたけど、養父は、僕を跡継ぎにするために養子にしたんだ」

    「ふむ……」

    　八馬がコップを手に取り、一口飲んだ。

    「僕にとって育ての親である養父と養母は大切な存在だったし、父の後を継ぐことに疑問もなければ、抵抗もなかった。むしろ、勉強を頑張って早々に実現させて、父を安心させたいと当時は考えていたよ。でも、僕が十六のときに父は亡くなった」

    　喜羽は口を閉じて八馬の横顔を見つめていた。

    「そして、父の会社は別の人物が継承したんだ。父の遺志であるし、僕はいずれ跡を継ぐつもりで勉強を続けていたけど、大学在学中に会社が倒産してしまった」

    　喜羽が左手で顎に触れる。

    「しばらくは僕も将来に悩んだよ。それまでの目標が完全になくなってしまったからね。……その時、会社の倒産は国家財政の破綻による影響だと知った。自分の人生に影響を受けて、僕は初めて社会問題の当事者になった。そこでようやく僕は自身の頭で考えるようになったんだ」

    「……それで、文科省にってことか？」

    　八馬が喜羽のほうに顔を向ける。

    「そのとおり」

    　八馬が不敵な笑みを浮かべた。

    「ただ、そこでまた思い知らされたよ。人はゆくところまでいかなければ、変われない生き物なんだって。だから僕はここへきた。人ではなく、環境を変えようとするトライメント計画にね」

    　喜羽が黙ったままゆっくりうなずいた。

    「そうだったのか」

    　八馬が肩をすくめる。

    「僕もみんなと同じで、スタート地点に立ちなおしたばかりだよ」

    　八馬が白米を口に運ぶ。

    　喜羽はしばらく八馬を見つめていた。

    「よくわかった。でも、お前の人間味が見えて俺は嬉しい」

    　八馬が小さく吹き出して笑った。

    「正明は僕をなんだと思っていたんだい？」

    「ルームメイト」

    　喜羽が箸の先端を開閉しながらこたえた。

    　八馬が動きをとめて喜羽を見上げる。

    「釈然としない答えだね……」

    「今は友達であり、良き人生の先輩かな」

    　八馬が目を丸くしてから、苦笑した。

    「そうかい」

    「ああ」

    　そのあと、二人は黙々と食事を進めた。

    


　翔とあやめが机に向かい、黙々と作業をしている。

    　インターホンの音が鳴り、翔が近くの子機を手に取る。

    　あやめが翔のほうに顔を向ける。

    「やほー、河居です。お二人ともいらっしゃいますかー？」

    　翔が子機を持ったままあやめと視線を交わす。

    「うん、いるけど、どうしたの？」

    「今日、天草さんがスポーツ公園で夏フェスのリハーサルやってるんですけどね、そこに人が集まっててプチ宴会状態らしいんですよ」

    「ほほう」

    「なので、よければ一緒に覗きに行きませんかーっていうお誘いです」

    「なるほどー。ちょっと待ってね」

    　翔が子機のマイク部分を手で押さえてあやめに目配せする。

    　あやめが小さくうなずいた。

    「私は行ってみたいかも」

    　翔が微笑んでうなずき、押さえていた手を離す。

    「あ、おっけー！　じゃあ、ロビーで待っててくれる？　すぐ行くからっ」

    「おお、了解ですっ。お待ちしていますねー」

    　子機の画面に映る織鶴が手を振って言った。

    　子機の点灯が消え、翔は子機を机に戻し、あやめに顔を向けた。

    「それじゃ、準備していこっか」

    「うんっ」

    


　スポーツ公園に広がる草原に、多くの人々が集まっている。

    　ステージの上には楽器が置かれたままになっていて、天草はステージのすぐ下で数人に囲まれてご飯を食べていた。

    　その様子を少し遠くから翔とあやめと織鶴、文実の四人が眺める。

    　そのまま集団に近づき、織鶴が立ち止まった。

    「ここでいいですかね」

    　草原の上にレジャーシートを広げ、その上に織鶴がビニール袋をおく。

    　翔がシートの先端をひっぱりその反対を文実が持ち、全体をならしてしわを伸ばす。

    　翔と文実が靴を脱いでシートにあがる。

    　織鶴があやめに歩み寄り跪いた。

    「おろしますか？」

    「あ、お願いしようかな」

    「おけおけ」

    　前屈みになり、あやめが靴を脱いで地面におく。

    　織鶴がアームレストを上げ、あやめを前から持ち上げる。

    　レジャーシートの上に一歩ふみだし、ゆっくり降ろす。

    　静かにあやめがシートに腰掛けた。

    「ありがとう」

    　織鶴が微笑んでから、レジャーシートにあがる。

    「もう演奏は終わっちゃった系？」

    「六時くらいからやってたし、休憩中かもね」

    　翔がビニール袋からお酒とつまみ、お弁当を取り出していく。

    　織鶴がステージのほうに顔をむける。

    「あれは、休憩中だろうね。しっかし、結構人集まってるなー」

    　翔がお弁当をみんなの手元においていく。

    「やっぱこういうのは雰囲気が楽しいもんね」

    　翔と織鶴がお酒の缶を開け、あやめと文実はジュースの缶を手に持つ。

    「それじゃ、とりあえずかんぱーいっ」

    


　レジャーシートの上で輪をつくり、お弁当をつつきながら四人が会話を続ける。

    「そんなこんなで、とりあえず一緒にやる案はまとまった感じ」

    「おー、順調そうでよかった」

    　織鶴が缶チューハイを一口飲んだ。

    「いやーこっちは大変だよー。喜羽くんが頑張ってＩＴ用語を覚えて私に挑むっていう間違った努力の仕方をしててねー」

    「えぇ……状況が読めない……」

    「登山プランも譲らないし、結局ページ分けることになって三人分の作業が発生してるんですがー」

    　そう言って織鶴が文実をじとっと見つめる。

    「めんごめんご」

    　翔が手元のお弁当をつつきながら微笑む。

    「なんだかんだ言いながら、りっちゃんはいつも全部やってくれる」

    「まー、今回の場合、文実もやること多いわけだけどね」

    「ウーン、今日みたいに人がいると作業が進むんだけどね。最近部屋だと織鶴がいないし、一人だとだらけちゃうからうちのネコが欲しい」

    「なんでネコ？」

    　文実が両手を丸めて猫の手を作る。

    「ネコを膝の上において監視してもらうの。集中できるからおすすめ」

    「それは文実だけでは……」

    「あはは」

    「いや本当に集中できるんだってば」

    「そういえば、最近は河居さん、うちの部屋にも来ないよね」

    　織鶴が片手を顔の前にたてて片目を閉じる。

    「ごめっ。夏フェスが終わったら戻るからっ」

    　あやめが慌てて手を左右に振る。

    「ああ、ううん。そういう意味じゃなくてっ。単になにしてるのかなって」

    「まあ、天草さんと遊んでいるのもありますが、ちょっとチラシとかＨＰ作成のお手伝いをしています」

    「わー、やっぱり忙しそうだね……」

    　翔があやめを見てから、織鶴に顔を向ける。

    「あ、そうだ、りっちゃん。忙しいところ悪いんだけど、あやめの作ってる小冊子もみてやってよー」

    「いやいやいやっ。いいって、大丈夫！　さすがに今の話を聞いてお願いはできないよ……！」

    「へーきへーき！　作業量が増えるわけでもないし、あやめちゃんのお願いは断らないよーっ」

    「うぅ……いいのかなぁ……」

    「よゆーっす！　おまかせあれっ」

    　文実が織鶴にむけて缶を掲げる。

    「よしゃ、じゃあついでにあたしの作業監督もよろしく」

    　織鶴が目を細めて文実を睨む。

    「八馬さんに頼めや」

    「それができたら苦労しないんだなーーー」

    　文実が缶を口に運びかたむける。

    　織鶴が翔とあやめのほうに向き直った。

    「ところで、お二人のところの作業は順調なんです？」

    　あやめと翔が顔を見合わせる。

    　それから、翔が織鶴の方へ向いた。

    「まぁ、うちらは勉強時間重視で、作業自体はすぐ終わるようなやつだからね」

    「ふむふむ」

    　織鶴が手元の缶に口をつけて小さく息をついた。

    「先輩のことだから、同人誌でも作るかと思ってました」

    　翔の動きが止まる。

    「ま、似たようなもんだけどね。ページ数多いと大変だし、今回は描きたいと思ってた一枚絵が決まってたから」

    「同人誌？」

    「薄っぺらい本のことです。一般的には、同じ趣味や志をもった人が資金を出し合って作成する冊子のことを言ったりしますね。そうして作った本を手売りできるマーケットも開催されたりするんですが、先輩は昔そういうイベントによく参加してたんですよ」

    「へええ」

    　あやめが目を丸くした。

    　翔がご飯を咀嚼しながら口を押さえて織鶴を睨む。

    「ちょっと、りっちゃんてば」

    　織鶴がニヤリと不敵に微笑む。

    「先輩、よくキャラクターの男装したりして売り子さんやってましたよね～」

    「えっ、翔が男装!?」

    　翔がご飯を飲み込み、頬を赤くする。

    「や、やめてよ、もうっ」

    　文実が翔の顔をじーっと見つめる。

    「ショタ系？」

    「ショタとかゆーなし！」

    「すっっっごくみてみたい!!」

    「いやーはっはー。そんなん昔過ぎてもう写真とか残ってないからねー」

    「写真あるの!?」

    「い、いやっ。ないない！　もうデータも消しちゃった！」

    　翔がブンブンと手を振りながらあやめに言った。

    　織鶴がうなずきながらご飯を租借する。

    「多分、ネット探せば有名なの見つかるんじゃないですかね」

    「おまっ、おりつる!!　先輩おこだぞ!!」

    　翔が前かがみになって織鶴に吼える。

    　織鶴が缶を口につけ、顔を上に向けてグビっと飲む。

    「ふへぇーーー、酒がうめーーーーー!!」

    　あやめが二人の様子を見ながら声を上げて笑った。

    「いやーっ、翔をいじるのって楽しいねっ」

    「わかってくれますか、あやめちゃん！」

    　織鶴の差し出した缶に、あやめがジュースの缶をあてる。

    　翔がおずおずと姿勢を戻す。

    「もーなんだよー、からかってたわけ？」

    「あ、もちろんあとで検索はしてみるからね、図書館で」

    「あやめ、私の黒歴史をどんどんえぐってくるね……」

    「直接男装してくれてもいいんだよ？」

    「ご勘弁ください」

    　三つ指をついた翔がひれ伏しながら言った。

    


　四人のシートの隅に、空になった弁当の容器や缶を詰めた袋がいくつかおかれていた。

    「よう、来てたのか」

    　シートに向かって歩きながら喜羽が声をかけた。

    　四人が喜羽を見上げる。

    「あれ、喜羽くん一人で来たの？」

    「いや、奏と来た。あいつ夏フェスの運営仕切ってるからな。そろそろ時間だから片付け要員として手伝いにきた」

    　喜羽がステージのほうを振り向き、指さした。

    「あそこにいる」

    　四人が顔を向ける。

    　天草と八馬がステージの手前で話し合っているのが四人の位置から見えた。

    「ん、天草さんだ」

    　天草が八馬にうなずき、近くの男性達に声をかける。

    　天草と男性三人がステージにあがり、そばに集まっていた人たちに手を振った。

    「おろ、もしかして演奏するのかな」

    　天草たちはステージにおかれた楽器をとり、それぞれの機材をセッティングする。

    　天草がアンプのボリュームノブを回し、手元でエレキギターのボリュームノブもあげる。

    　六本の弦をかき鳴らすとアンプから広場に響き渡った。

    「やっときたね」

    　織鶴が立ち上がり、靴を履く。

    　翔と文実も織鶴にならって靴を履き始める。

    　織鶴があやめを振り返る。

    「もう少し近くまで行こうか、あやめちゃん」

    「お願いしますっ」

    　そうしてみんなで揃ってステージの近くへ。

    　ステージ前に集まった人たちが壇上のバンドメンバーを見上げている。

    　そこから少し距離をとった場所にあやめの車椅子が止まった。

    　翔と織鶴と文実、喜羽があやめを挟むように立ち、ステージを見つめる。

    　天草がギターのネックを左手に持ち、マイクスタンドに手をかける。

    「後半から来てくれた人、お待たせしましたっ。今日は夏フェスのリハーサルで会場をお借りしているわけですが、そろそろ撤収の時間となりました！　本番前にレパートリー尽きちゃってもアレなので、軽く２曲だけお届けしますっ。当日の声援予行演習、君たちも頼むぞー！」

    　天草の呼びかけに、大きな歓声がこたえる。

    「よっしゃっ、それじゃあいってみようか！　空降るエトワール！」

    


　演奏が終わり、集まっていた人たちが散り散りに広場から去って行く。

    　その流れに逆らって、八馬と翔と織鶴がステージに向かう。

    　天草が三人に気づいてステージからおりた。

    　織鶴のほうにかけより、二人がハイタッチする。

    　そのあと、織鶴が翔に手を差し出すと、翔は天草に小さくお辞儀をした。

    　その様子を、あやめと文実と喜羽が遠くから見つめていた。

    「あたしら、どうしましょうかね」

    　喜羽が両手を腰にあてる。

    「あっちは君島と奏が状況を把握してるみたいだし、俺たちはゴミが落ちてたら拾うくらいでいいんじゃないか？」

    　あやめがきょろきょろと周囲を見渡す。

    「落ちてないよね……」

    「マナーがよくて素晴らしいな。どうする、あいつら待つか？」

    「私は待ってようかな」

    「ま、帰ってもすることないしね」

    　喜羽が文実のほうに顔を向ける。

    「そうだ、夏杞」

    「ぬ？」

    「夏フェス当日、第二地区の展示会まわるんだろ。奏を誘わなくていいのか？」

    　文実がちらりと喜羽を見上げてから、胸の前で手をもじもじと動かす。

    「うー、だって、奏くん絶対展示物興味あるじゃん。気を遣わず一個一個見て行きたいと思うんだよね……」

    「そんなこと考えてたのか。もうフラれてるんだし、当たって砕ければいい」

    「……ぶっ飛ばすよ」

    　あやめは苦笑いを浮かべて二人の会話を聞いていた。

    「ところで夏杞。純粋な疑問なんだが」

    「なに」

    　喜羽が両腕を組む。

    　顔を前に向けたまま、チラリと視線だけを文実に送る。

    「やっぱり、奏にはひとめぼれってやつなのか？」

    「は？」

    　文実がジトっとした目で喜羽を見返す。

    「いや、違うし」

    　喜羽から顔を背けながら文実が言った。

    　喜羽が文実を見下ろす。

    「そうなのか？」

    　文実がため息をついてからステージに目を向ける。

    「さすが、ノーエアーリーディング、ノーライフなやつだな」

    「わかる」

    　クスクスと笑いながらあやめが言った。

    　喜羽は唇をピタリと閉じたまま前を向いていた。

    「いや、悪い。割と早い段階で恋に落ちていたようだったから、そういうものかと」

    「あたしそんなチョロインじゃないしーっ」

    「……ふむ」

    　喜羽はぽりぽりと頬をかいた。

    「しかし、奏のどこがいいんだ？　なにを切っ掛けに好きになったんだ」

    「それは……」

    　言葉をつまらせた文実がうつむき、手慰みをした。

    　あやめが文実を上目遣いに覗き込む。

    「……イケメンじゃん」

    「顔なのか……」

    「冗談だよ」

    　そう言って文実は俯いた。

    　小さくため息をつく。

    「まあ、色々あるんだよ……色々と……」

    「…………」

    「…………」

    　喜羽が文実を見下ろし、あやめが文実を見上げる。

    　喜羽が何度か小さくうなずいてからまた顔をステージに向けた。

    「まあ、いろいろあるよな」

    　うんうんと喜羽がうなずく。

    　文実が俯いたまま顔を少し横に背ける。

    「ま……奏くんの無意識な行動が、あたしの心を救ってくれたのは確かかな。理由はそれだけじゃないけどさ」

    「へええぇー…………」

    　あやめがきらきらとした目で文実を見上げる。

    「……ふむ」

    　文実が勢いよく喜羽を見上げる。

    　目を細め、睨むように喜羽を見上げる。

    「つーか喜羽は？　君島先輩のどこに惚れたの？」

    　あやめの身体がピクリと跳ねて、文実から喜羽に視線が移る。

    「この際、俺のことはいいだろう」

    「なんだよこの際って。聞き逃げはなしだから」

    「そうだよ、喜羽くん」

    　喜羽が眉間にしわをよせ、後頭部をかきながらふたたびステージを見る。

    「まあ、あれだ。たぶん、一目惚れってやつだ」

    「……」

    「……」

    　あやめと文実が口を開けたまま喜羽の横顔を眺める。

    「……え、なに……。喜羽ってロリコンなの？」

    　喜羽が文実を見下ろす。

    「違う」

    「ロリコンって言葉は知ってるのな」

    「それなら星乃もロリだろ」

    「待ってなんで今私巻き込まれたの？」

    　喜羽がゴホンと咳払いして、両腕を組んでからまた前を向く。

    「ま、今では憧れに近い感覚だよ。だからこそ勘違いしてしまったというのもあるがな……」

    「ふぅん、勘違いなんだ。つまんないの」

    「…………」

    　あやめもステージのほうに顔を向ける。

    　両手をぎゅっと握り、二人から顔を背けて頬をかいた。

    


　織鶴がこうなった事情を説明しながら、あやめの車椅子を押してステージの袖に向かう。

    「とまあ、ごめん。そんな訳でつい喋っちゃってさ……」

    「うーん、でも私、本当に弾けないよ？」

    「あ、うん。それは大丈夫。天草さんにも今は事情があって弾いてないって言ってあるから」

    「まあ、それなら……」

    　織鶴がうなずいて、車椅子を押して舞台裏に入る。

    　雑多におかれた機材の中におかれたグランドピアノに、あやめの視線が注がれた。

    　そこに翔と天草がモニタースピーカーを運びながら戻ってくる。

    　翔があやめと織鶴に気がつき、織鶴が小さく手を振った。

    「あ、待たせててごめんね。もう終わるから、ちょい待っててね」

    　天草があやめと織鶴のほうを振り向く。

    「あっ、星乃さん？」

    　天草がモニタースピーカーをおき、手をパンパンとはらう。

    　そのあと翔に会釈をして、あやめに駆け寄った。

    　翔はその様子を眺めたあと、またステージに戻っていった。

    　あやめと織鶴の前に天草が立ち、二人が天草を見つめる。

    「あ、お疲れ様です。天草さん」

    「お疲れ様、星乃さん。待たせちゃっててごめんね」

    「いえ、なにも手伝えずすみません……」

    「ううん、大丈夫だよ。どちらにしろ、機材関係は扱いづらいから自分たちで片付けるしかないんだ」

    　そう言った天草が両手をうしろに回す。

    「改めまして、天草月乃です。第二地区の学園の生徒です。よろしくね」

    「私は第一地区の学園生で、星乃あやめです。天草さんのことは河居さんからよくうかがっています」

    「天才ちゃんです」

    「いやいや違うから。河居さん、紹介が雑っ」

    　あやめが声をあげて笑う。

    「今日のバンド演奏すごかったです。作曲も天草さんがしてるんですか？」

    「えへへ、ありがとう。大体は私だけど、うちのキーボードが作曲してるのもあるかな」

    「うわあ、本格的ですね……」

    「星乃さんも、ピアノ演奏してたんだよね？」

    「あ、はい。一応……」

    　織鶴が上目遣いに天草を見やる。

    「あ、天草さん、あやめちゃんは今は……」

    「うん、事情は聞いてるんだけど、一応聞いておきたくて……」

    「なんでしょうか？」

    「今回の夏フェスなんだけど、夜のビアガーデンで、誰でもステージでパフォーマンスできる時間があるんだ」

    　腕を組んだ天草が、自分の言葉にうなずく。

    「そこの人手が足りてなくて、気が向いたら星乃さんも是非、みたいな……」

    　事情に配慮したうえでの、控えめな提案。

    　あやめがうつむいて自分の手元を見つめてから天草を見上げた。

    「その、すみません……、人前だと、厳しいかもしれません……」

    　天草が寂しげな微笑みを浮かべながら、自分の首筋をなでた。

    「あ、その……。言っておいてなんだけど、気にしないでもらえると！なら言うなよって感じだよね、ごめん！」

    「あ、いえいえっ。気を遣わせちゃってごめんなさい」

    　あやめが手をそろえてペコリと頭をさげる。

    「いやいやいや！」

    　ブンブンと手を振ったあとで、天草が両手を合わせる。

    「河居さんにもお願いしてるんだけど、第一地区でもフェスに出演したい人がいたら声をかけてもらえると嬉しいなっ」

    「はい、クラスでも宣伝しておきますね」

    「ありがとうっ。内容は漫才とか、そういうのでも大丈夫だから」

    　天草が織鶴に顔を向ける。

    「河居さんも、色々お手伝いありがとうね」

    「いえいえん。天草さんも夏フェスの運営大変だろうけれど、ファイト！」

    「ありがとう。それじゃ、またね」

    「はい、お疲れ様です」

    「またねー」

    　天草が手をあげて二人に背を向ける。

    　あやめと織鶴も同じく手を上げて、その背中を見送る。

    　そのままステージのほうをぼんやり眺める。

    「にょきっ」

    「んおっ」

    　織鶴とあやめの背後から文実が顔をだし、織鶴が飛び上がった。

    　あやめも声の方を振り返り、両手を後ろに組んで立っている文実に顔を向けた。

    　文実が回り込んであやめの前に立つ。

    「文実、八馬さんは？」

    「うへへへー」

    「おー？」

    　文実が片手で丸を作る。

    「おおーっ、よかったじゃん」

    「やったぜーーーー」

    「ん、なになに、どうしたの？」

    　あやめが織鶴のほうを振り向いてから、文実に視線を戻す。

    「夏フェスの当日、八馬さんと一緒に第二地区の展示会を見て回る約束したんだよね？」

    「にゅふふーーーーーーっ」

    　織鶴が腰に両手を当てて大きくうなずく。

    「なーるほどね」

    「あーーーーーーぁ」

    　文実が両手を組んで目を瞑り、顔を空に向ける。

    「今日はいい誕生日だ」

    「えっ!?」「えっ!?」

    　あやめと織鶴の動きが止まる。

    　文実が顔をおろして両手でピースを作る。

    「んふふ。７月２３日、なつきふみで覚えてねっ」

    「なんでいってくれなかったのー！」

    「今言った!!」

    　両手を腰に当てた文実が胸を張る。

    「ああ、なつきふみ……なるほどね。完璧な語呂あわせだな」

    「でしょでしょー」

    　文実が前かがみになって、あやめと視線の高さをあわせた。

    「あやめー、祝ってくれてもいいんだよ？」

    「ええー、そりゃ祝うよー。ううーん、なにかあるかなぁー」

    　文実がにんまりと微笑む。

    「ピ・ア・ノ」

    　あやめが微笑みを浮かべたまま固まった。

    「盗み聞きとはいただけない」

    「報告にきたら聞こえちゃったんだもーん」

    「だったら、あやめちゃんが弾きたくないって知ってるでしょ」

    「でもさっきあやめがなんでもするって言ったから」

    「……なんでもするとは言ってないかな？」

    　文実が微笑んだまま、キラキラ輝く目をあやめに向ける。

    　あやめが小さくため息をつく。

    「わかったよ。それじゃあ、天草さんたちが帰ってからね」

    「やったーーーー!!」

    「ペダルは踏めないから、あんまり期待しないでよ？」

    「すっごい期待！！！！」

    　あやめは苦笑を浮かべて、機材に囲まれたグランドピアノをぼんやり眺めた。

    


　ステージが設置された草原から人の姿はすっかりなくなり、風の音と虫の鳴き声だけが残された。

    　バックステージの小さな空間にだけ灯りがともり、あやめがグランドピアノに向かっていた。

    　織鶴と文実があやめの後方にたち、翔は少し離れた場所に立っていた。

    　静かに、あやめが鍵盤を覆う蓋を開ける。

    　鍵盤の上に手をかざし、あやめが目を閉じる。

    　そのまま鍵盤を押し込み、ハンマーが弦を叩く。

    　あやめの耳に音色が届く。

    「うん、大丈夫」

    　目を開いたあやめが静かにそう言って、手元の鍵盤をじっと見つめる。

    　しばらくそうしてからあやめが文実を振り返る。

    「曲、どうしようか……」

    「なんでもいいよ。あやめが弾きやすいやつとか」

    　手をうしろに組んだ文実がこたえた。

    「うーん」

    　ピアノに向き直ったあやめが鍵盤に手をおく。

    　打鍵はせずに、鍵盤の上を指がなぞっていく。

    「なにかあるかな……」

    　そのまま、手を浮かせ、ぼんやりと右手の甲を眺めた。

    「そうだな……じゃあ……、夏らしい曲を……」

    「よろしく！」

    　あやめがもう一度文実を見て苦笑いを浮かべる。

    　そのまま、翔に視線を移す。

    　翔がうなずく。

    　あやめもちいさくうなずきをかえして、姿勢を整える。

    　ペダルへ一度目を向けてから、空を仰ぐ。

    　目を閉じ、静寂が空間に広がっていく。

    　あやめが目を開き、ゆっくりと顔を下げて鍵盤を見下ろす。

    　それから身体の力を抜き、だらりと落ちた手を持ち上げて鍵盤に添え――。

    




    　……夜。

    　薄暗闇の中、あやめがゆっくり目を覚ます。

    　体を起こして、窓から微かに漏れてくる光に目を向ける。

    　部屋の真ん中に敷かれた仕切りから、翔が顔を覗かせる。

    「あ、ごめん。起こしちゃった？」

    　あやめが首を横に振る。

    「ううん、大丈夫」

    　呟くように言ったあやめが翔を見る。

    「漫画の原稿やってたの？」

    「うん。もう少しで終わるんだけど、迷惑じゃないかな……」

    　あやめが微笑みを浮かべる。

    「大丈夫だよ。気にしないで」

    　翔も微笑み、うなずく。

    　あやめが、自分の足に視線を移す。

    「……ねえ、聞いていいかな」

    「ん？　どしたの？」

    　あやめが翔に顔を向ける。

    「どうして漫画を描き続けているの？」

    　翔が目を丸くしてあやめを見つめる。

    　静かな静寂が続き、しばらくしてから翔が口を開く。

    「そうだな……。これを終わらせないと、前に進めないから、かな」

    「……それは、苦しい？」

    　翔があやめをじっと見つめる。

    「あやめ、急にどうしたの？」

    「…………」

    　あやめがゆっくり首を振る。

    「ごめんね、変なこと聞いて。気にしないで」

    「……あの、あやめ、私も変なこと聞くけどさ」

    　あやめが小さく首をかしげる。

    「なにかな？」

    　翔があやめの目を覗き込むように見つめる。

    「その、あやめ……だよね？」

    　あやめが目を見開いた。

    「……」

    　しばらく見つめ合ったあと、あやめがゆっくり口を開く。

    「えっと、どういう意味かな……？」

    「あっ、ごめん！　大丈夫、なんでもないよ」

    　そう言って翔が片手を振る。

    　あやめが細めた目で翔をぼんやりと眺め、布団に倒れこむ。

    「ごめん、作業止めちゃって。……もう一回寝ようかな」

    　翔が仰向けになるあやめを見おろす。

    「あ……うん、おやすみ。あやめ」

    　翔はしばらくあやめを見つめてから、姿勢を戻して机に向かった。

    　その背中をあやめが見つめる。

    　しばらく翔の背中を見つめてから、やがてあやめは目を閉じた。

    

　・　　　・　　　・

    

　――暗闇。

    　機械の音と、人の声。

    　朦朧とした意識が曖昧な情報を、とりとめのない夢のように繋げていく。

    「――彼女の脳は、事故にあった当時よりも激しく損傷している」

    　赤茶髪の少女が眠る横で、二人の人物が会話を交わしている。

    「このままでは彼女は目覚めない。仮に目覚めることがあっても、今回のように自殺未遂を繰り返すことになり得る」

    　そう言って、白衣を着た男性が灰色のコートを着た男性にカルテを渡す。

    　受け取った男性がカルテに目を落とす。

    「……それで、俺が呼ばれたわけか」

    　白衣の男性がうなずく。

    「彼女には両親がいない。親族は延命を求めているが、前回を経ての今回の事件だ。彼らに経済的余裕はない」

    　コートの男性がカルテを捲る。

    「俺たちのことに重ねて頼むのは心苦しいが……わずかでも可能性があると知っている以上、それにかけてみたいという想いがある」

    　白衣の男性が静かに言った。

    　コートの男性がカルテから顔をあげ、白衣の男性を見つめる。

    「任せておけ」

    「……すまない」

    　俯いた白衣の男性が、消え入りそうな声で言った。

    　コートの男性がベッドに横たわる少女を見下ろす。

    「……言葉を選ばずに言えば、こういう大義名分があったほうが人々は団結しやすい。例の申請書の説得力も上がるだろう。同様の症例を救うためにも、少しずつ認知させていかなくてはね」

    　白衣の男性が深く頭を下げる。

    「ありがとう。恩に着る」

    　コートの男性が口元に微笑みを浮かべて、わずかに顔を伏せる。

    「なに、お互い様だ」

    　――――――。

    　――――。

    　――。

    

　・　　　・　　　・

    

　暗闇の中で、あやめがゆっくりと身体を起こす。

    　視線はすぐそばで眠る翔にそそがれ、その様子をじっと無表情に見つめる。

    　それから静かに体を動かし、両足をベッドサイドに出す。

    　近くに揃えられた靴を履き、静かに立ち上がる。

    　翔を見下ろし、音もなく部屋の外に歩き出す。

    　……波の音と虫の鳴き声が彩る夜に、地面をを踏む締める小さな足音が響く。

    　立ち止まったあやめが学園の校舎を見上げ、また歩き出す。

    　明りもない廊下を一つの足音が進み、やがて音が止まる。

    　扉の前であやめが立ち止まり、引き戸に手を掛ける。

    　グランドピアノが月明かりを照り返して光っていた。

    　その鍵盤にむかっていた白い長髪の少女が、じっと入口に立つあやめを見つめる。

    　あやめは目を見開き、一歩踏み出したまま止まる。

    「あ……えっと、ごめんなさい……」

    　白髪の少女、ユウがあやめに微笑みかける。

    「ご安心を。私です、星乃さん」

    　あやめは目を細めて人影をじっと見つめ、胸に手をあてる。

    「……あ……その……」

    　悲しげに眉をよせたあやめが俯くと、ユウが立ち上がり、ゆっくりあやめに近づいていった。

    　あやめの前で立ち止まり、その手を取る。

    　一瞬びくりとしてから、あやめがゆっくりと顔をあげる。

    「大丈夫。私はあなたの味方です」

    　そう言ってユウが微笑む。

    「…………」

    　ユウがあやめの両手を優しく握った。

    「落ち着きましたか？」

    　あやめがユウの目を見つめたまま、ゆっくりとうなずく。

    「…………」

    　微笑んだまま、ユウもうなずきをかえした。

    「星乃さんは、どうしてここに？」

    「その……えっと……ピアノを、弾きに……」

    　俯いたあやめが消え入りそうな声で言った。

    「ピアノを？」

    　俯いたままあやめがうなずく。

    　ユウがゆっくりと、あやめの両手を離す。

    　そして両手をももの辺りで組んだ。

    　あやめがぼんやりとユウを見つめる。

    「すみません、紹介が遅れました。星乃さん、初めまして。私の名前は二上ユウです。どうぞよろしくお願いしますね」

    「………………」

    　あやめがユウを見つめたまま目を見開く。

    「……あなたは……」

    　背後のグランドピアノがあやめに見えるように、ユウは身体を引いた。

    　グランドピアノを、あやめがまっすぐ見つめる。

    「演奏していきますか？」

    　あやめが視線をユウに戻す。

    「……いいんですか？」

    　ユウがうなずく。

    　あやめがユウとグランドピアノを交互に見つめる。

    　それから、ゆっくりと前へ歩き出す。

    　ユウの横を通り、グランドピアノに一歩一歩近づいていく。

    　そのあとにユウも続いた。

    　あやめが鍵盤の蓋を開ける。

    　目の前に現れた白と黒の鍵盤をじっと見つめる。

    「星乃さん、どうして今、ピアノを演奏したいのかをお尋ねしてもよいでしょうか」

    　隣に立つユウに、あやめが目を向けた。

    　それから視線を鍵盤に戻す。

    「えっと……」

    　しばらく鍵盤を見下ろしたあとで、そこにゆっくり手を伸ばす。

    　目を伏せ、優しく撫でるように鍵盤に触れる。

    　ゆっくり吸いこんだ息を吐き出してから、あやめが口を開く。

    「私が、何者なのか」

    　あやめがユウを振り返る。

    　二人の視線が交わる。

    「それを、確かめるために」

  


  
    　革命のエチュード

    

　涼やかな夏の日、その鳥は霧立つ森の中を羽ばたいていった。

    　木漏れ日を浴びて、広げた羽の影が地面に伸びる。

    　舗装された木材の上から、その少女は自由な鳥を見上げた。

    　少女は、鳥の姿が見えなくなるまで見つめていた。

    「…………」

    　森の朝、厚手のゴム底の靴で床を踏みしめるような音が、断続的に響く。

    　――少女は、少女を見つめていた。

    　その湖は、何色にも染まらない。

    　めぐる季節、日のかたむきによって、水面に映る姿はたえまなく変化した。

    　ある日、湖は黄昏の空を切り取った。

    　見上げてばかりだった空を、少女は見下ろしていた。

    　水面に映る、もう一人の自分の姿。

    　少女は、空を背にする少女へと手を伸ばす。

    　水面の少女は、その手を掴むように同じく手を伸ばす。

    「おい」

    「…………。……流石に、湖には飛び降りないよ」

    「…………」

    　少女は少女を、黄昏に誘った。

    　湖は水しぶきを上げ、少女は夢の中に消えていく。

    　やがて、肺の空気が少女を浮かび上がらせる。

    　水面に身体が浮かんだ。

    　少女は、世界の狭間から、高い高い空を見上げていた。

    「今の私にもわかる。……これは、確かにその人のメッセージだったんだ。少女はあなたであり――。――わたしでもあるのだと。……だから、少女はその言葉を口にしたんだ」

    　助けて。と、少女はつぶやいた。

    　――『あなただけが知る世界』より

  


  
    
      
    
  


  
    

　・　　　・　　　・

    

　ユウが、鮮やかな緑色の小冊子を机に戻す。

    　それから数歩うしろにひいて、眼前に飾られた大きな絵を見つめる。

    　少し低い位置から見上げた、湖の絵。

    　夜空の下、湖に足を入れて振り返る少女の姿。

    　絵に描かれた少女を、ユウがじっと見つめる。

    　教室にはいくつもの展示物が置かれている。

    　しばらく絵を眺めてからユウは振り返り、通路を歩いて出口に向かう。

    　……人気のない廊下をユウが歩いていく。

    　奥の部屋から人の声が聞こえてくる。

    　職員室と書かれた扉から三国と二上が出てくる。

    「基本的な症状は解離性同一性障害の可能性が高い。だが、この際それは大きな問題ではない。二上の言うことが本当ならば、事実が判明するまで公表は避けた方がいい」

    「だろうね。この件に関しちゃ、私は報告に徹するよ。判断については義くんに任せる」

    　三国が立ち止まり、二上を見つめる。

    「その呼び方、いい加減やめないか？」

    「なんでさ」

    「お前だって不要な注目はあびたくないだろう」

    「もちろん人のいる場所ではそうするよ。ったく、つれないなあ。こうして会って話すのは大分久しぶりじゃない」

    「二上が顔を出さないからだろう。うちじゃすっかり遊軍扱いだよ、お前は」

    　教室の扉に三国が視線を向け、再び前を向いて歩く。

    「しかし、どうしてこう、イベントの開催日という忙しい日にやって来るんだ」

    「だからこそだよ。人が捌けてる分、誰にも会わなくていい」

    　三国と二上が階段の前で立ち止まり、三国が二上をじっと見つめる。

    「せめて、伊砂には顔をみせてやれ」

    「わかってるよ。どこにいるの？」

    「まだ、Ａクラスの教室にいるだろう」

    　二上が微笑んで手をかかげる。

    「じゃーね、三国先生」

    　三国は二上の背中を見送りながらもう一度ため息をついて、踵を返して反対側に歩き出した。

    　その足で二上は別の教室へ。入り口をまたいで教室の中へと入る。

    　掲示板に目を向けながら、ゆったり中に歩いていく。

    「響子？」

    　声に振り返ると、タブレットを持った伊砂が、二上を見つめていた。

    「やあ、真。久しぶり」

    「本当にいつも唐突ですね。なにもこんな忙しい日に来なくても」

    「わかるだろ。人に会いたくないんだ」

    「こちらが少しでも時間を作れる日にきてはもらえないんですか？」

    「悪いね」

    　伊砂が大きくため息をつく。

    「あなたはいつもそうですからね。もはや、これも挨拶みたいなものです」

    　伊砂が黒板を振り向き、デジタル文字で書かれた日付を眺める。

    「ちょうど、いつかのこの日を、懐かしんでいたところでした」

    　二上が伊砂の背中を見つめる。

    「なんか、あったのか？」

    「ええ、ありましたとも」

    　伊砂が黒板に身体を向けたまま小さく笑った。

    　そのあとで振り返り、二上を見つめる。

    「あの時もあなたは唐突に現れて、私と義くんに声をかけた。部活を作ったから入ってくれと」

    　二上が苦笑いを浮かべる。

    「そんなこと、真はよく覚えているな」

    「私にとっては、あの日がなければ今日この時も、この計画もなかったと断言できる。こうして再び一緒に、三人でなにかをするのは、私の夢だった」

    「…………。真はほんと、素直で真っ直ぐなやつだよな」

    「あなたには負けますけどね。それでも、私はそんな響子に影響を受けて、今こうして夢を実現しているんです。……だから、ありがとう。響子」

    　その後、二上は伊砂と別れて正門へ。

    　学園を背にして、二上が校門をまたぐ。

    「響子、きていたんですね」

    　二上が振り向くと、校門の陰のほうにユウが立っていた。

    「ああ、でも今日帰るよ」

    　二上が西にむかって歩きだす。

    　その後ろについてユウも歩いた。

    「アルファ。彼女の件だけど、もう追わなくていい」

    　ユウがピタリと立ち止まり、ゆっくり顔を伏せる。

    「……」

    　俯いたまま、ユウが歩き出した。

    「それは、もう調査はいらないということですよね」

    「ああ」

    　ユウが顔をあげて二上の背中を見つめる。

    「わかりました」

    

　・　　　・　　　・

    

　机におかれた大きなボードを、前屈みになった八馬が覗き込む。

    　展示物のうしろに立つ二人の男性の片方が、意気揚々と八馬に話しかけた。

    「おおー。こちら、興味ありますか？」

    「あ、はい。このアイスとアルコール飲料を提供するお店のコンセプト、なかなか面白いなと感じまして」

    　八馬に声をかけた男性、六車が顔をほころばせる。

    「いやあ、よかったー。僕ら他のところと比べてえらい真面目な出し物にしちゃったんで、午前中はずっと暇すると思っていたところなんですよぉ」

    　八馬のうしろでは、文実がパンフレットに手をのばしていた。

    「グラフの作成から、ターゲットの選定、情報収集もしっかりしていますし、これは実際にお考えになっている計画だったりするんですか？」

    「あ、わかります？　実はうち、親がバーを経営していましてねー。僕も手伝っていたんですけど、自分もお店を出せないかとずっとあれこれ考えていて、この機会にやってしまった感じです」

    「なるほど。確かにこれは需要がありそうですし、実際の条件に合う形で展開していければ成功は見込めそうですね」

    「いやあ、僕も意外と企画まではいい案が出せたと思ったんですけどね。ここで皆さんに意見をもらおうと思ったら、全然人がこなくて、あはは」

    「ふむ」

    　……展示物を見るたびそんなやり取りを挟みながら、廊下を行き交う人の流れに乗って文実と八馬が歩いていく。

    　文実が手を後ろに組みながら、周囲を大きく見渡す。

    「本当、校舎の構造自体はほとんど変わらないんだねー」

    　八馬も同じように辺りを見渡した。

    「そうですね。制服の導入といい、徹底的に差を無くそうとする意図が窺われます」

    「ああ、なるほど。制服は地元の人とわけるためだと思ってた」

    「それもあるでしょうね。統一されたデザインを採用しているのは、いつかこの計画が広く認知されることを目指した目的がありそうです」

    　文実が歩きながら、八馬の横顔に目を向ける。

    「奏くんは、やっぱり公社『LieF』に就きたいと考えてるの？」

    「……そうですね。できることならば。こうして展示会を観覧して……より、そう思うようになりました。まさか、第一地区と第二地区でもタイプごとにわけているとは……」

    　そう呟いてから八馬がかすかに微笑む。

    「…………」

    　八馬の言葉にのんびりうなずきながら、文実も廊下を進んでいく。

    「展示物を見てまわっている人たちは、本当に文化祭にきたって感じがするけど。出店している展示物を見ると、みんな自分のために本気で取り組んでるってわかるよね」

    「…………」

    　微笑んだ文実が、少し目を伏せる。

    「なんか、あたしもようやくわかった気がするよ。この計画の『人選』基準。この計画への参加者は、趣味や思想に違いはあっても、皆同じく『夢』を見ている。本気で今を変えたいと願った人たちが、ここに集められたんだろうね」

    「………………」

    　八馬がピタリと立ち止まる。

    　遅れて立ち止まった文実が振り返る。

    「どうしたの？」

    　文実がきょとんと、首をかしげる。

    　八馬が顔を上げ、まっすぐ文実を見る。

    「……いえ」

    　少しうつむいて、八馬が再び歩き始める。

    　その背中を不思議そうに眺めてから、文実もそのあとを追いかけた。

    


　展示物を眺めながら、文実と八馬がゆっくり歩く。

    　ふと、文実の足が止まる。

    　視線の先に、人一人が入れるほどの箱があり、『お化け屋敷』と書かれていた。

    「すっごいコンパクトなお化け屋敷」

    　文実がそう言うと、箱の横から女性が顔を出した。

    「で、ですよね。今流行りのＶＲ技術を利用した、結構本格的なアトラクションなんです。へへへ」

    　目元にくっきりとクマができた女性が、文実を見上げながら笑った。

    「先ほど体験された女の子が恐怖のあまり、箱の扉を壊しちゃうくらい本格的なんですよお。ただ、これ一人用なのが欠点なんですよねえ……」

    　文実は口に手をあてたまま、その女性をじっと見つめていた。

    　箱の横に貼り付けられたサンプル写真を見て、文実が八馬のほうに顔を向ける。

    「な、なんかやば気だし、やめておこーかなあ」

    　クマの女性が、文実の横の八馬に気づく。

    「あ、彼氏さんですかあ？　よかったら彼氏さん挑戦してみませんかあ」

    　文実の目が一際輝いた。

    「やろう！　奏くん！」

    


　箱の中に入っていく八馬を、文実とクマの女性が見送る。

    「彼女さんはこちらへ……」

    　文実の肩を叩きながら女性が囁く。

    　キョトンとした文実が女性のあとについて、箱の裏にまわる。

    　女性が椅子を引き、うながされるまま文実が座る。

    　椅子の前にはテーブルとパソコンがおかれ、女性は文実にコントローラーを手渡した。

    「これは？」

    「さっき言った一人用というのは嘘でして……」

    　女性が足元からボードを取り出して文実に向ける。

    「これは、彼女さんが彼氏さんを驚かせるゲームです」

    　そう言って、ボードを指さしながら女性が説明を始めた。

    「へーえ！　つまり、画面内でゴールへ歩いていく奏くんを、あれやこれや使って驚かせばいいんだよね」

    「はいです」

    「うわー、本当に本格的じゃん！　すっご、おもしろそーーっ」

    　女性がニヤリと笑う。

    「へへへ、じゃあ始めますよ」

    「よしゃ、ばっちこーい！」

    


　……文実と八馬が廊下を歩いていく。

    「いやあ、やたらとゾンビに抱きつかれましたね」

    「そーなんだー？　でも、奏くん全然悲鳴とかあげないんだね。ちょっと期待してたのにー」

    「なんだかゾンビの挙動が可愛らしかったもので、少し微笑ましく思ってしまいました」

    「そ、そーなんだー」

    　微笑んだ八馬から視線を逸らすように、顔を赤らめた文実が俯く。

    「おや」

    　二人の前方の教室から廊下にかけてできた人の行列を、八馬が眺める。

    「これは」

    　入口付近に寄って、中を覗き込む。

    「よく見えませんね……」

    　八馬が列の先頭の男性を振り向き、小さく会釈する。

    「あの、すみません。こちら、なんの列でしょうか？」

    「ん、ああ。天草さんところの列ですよ。彼女のＣＤとサインを求めて行列ができてるっぽいです」

    「なるほど。ありがとうございます」

    　もう一度会釈をして、八馬が文実の元へ戻る。

    「これは、列整備を手伝ったほうがよさそうですかね……他の展示物の通路確保が必要そうです」

    「あー、そうだね。うん、手伝うよ」

    　八馬がうなずいてから前に一歩でて、立ち止まる。

    「どしたの？　奏くん」

    「ああ、いえ」

    　振り返った八馬が文実を見つめる。

    「？」

    「文実さん、お腹すきませんか？」

    「え？」

    「中庭で屋台が開かれていますから、そちらに行きませんか？」

    　文実が列に目を向けてから八馬を見上げる。

    「でも、この列なんとかしなくていいの？」

    　片手で教室側の視界を隠すようにして八馬がうなずく。

    「見なかったことにします。行きましょう、文実さん」

    　そう言って八馬が廊下を進む。

    　顔を赤らめながら小さくうなずいて、文実が八馬のあとに続いた。

    


　同じころ、木造りのテーブルに翔と織鶴、喜羽が座っていた。

    「どうして私ばっかり……不公平だよぉお～……」

    　テーブルに車椅子をつけてカメラを操作するあやめの隣で、翔が嘆いた。

    「ふふー。まさかこんなにも早く翔のコスプレ姿が拝めるなんて思ってもみなかったなー」

    　織鶴が翔の背中をさすりながら、あやめの持つカメラを覗き込む。

    「いいじゃないですか。先輩、こうして第二地区の学園に貢献してるんですから。衣装作った人も着こなせる人がいて喜んでましたし、お化け屋敷のかたもすごく怖がってくれてめっちゃ喜んでましたよ。扉は壊しちゃいましたけど」

    　翔がテーブルに突っ伏したまま顔を横に向ける。

    「まだ午前中なのにめっちゃ疲れた……。精神的に」

    「早い早い。これから最大手の天草さんのところ行かないと」

    「すごい行列できてたよねえ……さすが第二地区のアイドル」

    「あやめちゃんはどうする？　一緒に行く？」

    　あやめがカメラから顔を上げ、織鶴の視線を見上げる。

    「ううーん。さすがにあの中には入って行きづらいし、ここで待ってようかなあ」

    「ま、そうだよねえ」

    「俺が星乃とここに残るから、お前らは見に行ってくるといい」

    　そう言った喜羽が手元のバナナクレープを頬張った。

    　翔がテーブルから体を起こして腕を組んだ。

    「んー、じゃあお言葉に甘えて行ってこようかなあ……なんかいつも二人にしてごめんね」

    「私は翔のコスプレ写真みてるからだいじょーぶ」

    「うーん。あやめにカメラを持たせたのは失敗だったか……」

    　翔が頭を抱えて言った。

    「ほいじゃ、さくっと行ってきますかね。後半もまだまだありますし、体力は残しておかないと」

    「だねえ」

    　翔も立ち上がり、大きく伸びをする。

    「二人はしばらくここにいる？」

    「うん。もしここにいなかったら、エントランスの休憩所付近にいるかも」

    「おけ、じゃあ、またあとでね」

    　そう言って手を振る翔。

    　あやめと喜羽も手を振り返した。

    　織鶴も手を上げ、翔のあとをついていく。

    　二人の後ろ姿をあやめと喜羽が目で追う。

    　見送ってから、あやめが手元のカメラに視線を戻す。

    「そのカメラも、すっかり星乃専用になってきたな」

    　顔をあげて喜羽を見てから、あやめがうなずく。

    「翔、島で撮りたかったところは撮れたみたいで、最近はずっと貸してくれてるの」

    　あやめの操作にあわせて、電子音が鳴る。

    「翔がここにくる前に撮った写真も結構残っててさ。あたりまえだけど、みんなにはちゃんと過去があるんだよね」

    　喜羽がうなずきながら、バナナクレープの残りを口に一気に詰め込む。

    　すかさず、あやめがカメラを向けてシャッターを切る。

    「ほい、やめほ」

    　手をあげたままもぐもぐと口を動かして飲み込む。

    　あやめがそれを笑って眺める。

    　喜羽が黙ったまま、あやめの様子を見つめていた。

    「星乃、大丈夫か？」

    「え？」

    「ここ最近、お前の様子が変だからな」

    「……どの辺が？」

    　喜羽が両手を組み、唸る。

    「……まあいい」

    「えぇ……」

    「君島が心配してたぞ。お前が夜な夜な不自然な行動をしてるって」

    　あやめが目を見開き、うつむく。

    「聞いたんだ……」

    「俺が無理やり聞いた。お前らは心の内をあまり言葉にしなさそうだからな」

    「……まぁ……たしかに」

    　喜羽がうつむいたあやめをちらりと横目で見やった。

    「覚えてないんだってな」

    「うん……」

    　呟く様にこたえてからあやめが顔を上げて、中庭を歩く人たちをぼんやり眺める。

    「でも……最近、少し思い出した部分があるんだ」

    「そうなのか？」

    「本当に一部分だけなんだけど、ピアノを弾いたときに……思い出したっていうか……わかったというか。前までは言葉として認識できなかった音が、ちゃんと理解できたというか」

    「……ふむ」

    　喜羽が前を向いたまま少し目を伏せ、テーブルの一点を見つめる。

    「私、目覚めた時には本当になにも覚えていなくて……だから、事故で記憶を失ったって言われて、ずっと信じてたんだ。でも、それは……精神が弱っている私のための嘘だった」

    「…………」

    　喜羽があやめを見る。

    　あやめも、喜羽の視線を見つめ返す。

    「いつか、喜羽くんに言ったことがあったよね。私は音楽が苦手だって」

    　喜羽がうなずく。

    　目を伏せたあやめが自分の足元を眺める。

    「ピアノ、演奏するの楽しかったよ。でも、そういう感情とは別に、演奏することそのものを遠ざけようとする自分がいて。……やっぱり、なにかあったんだろうね」

    　喜羽は黙ったままあやめを見つめていた。

    「星乃、無理はしてないか？」

    　あやめが顔をあげ、微笑む。

    「うん。おかげさまで、目標もできたし」

    「目標？」

    　あやめがうなずき、空を仰ぐ。

    「たぶん、記憶喪失は……私が前を向いて歩くための、プレゼントだったんだよ。ピアノを演奏しようとしたときの拒絶感も体が勝手に反応するだけで、私自身が嫌悪感を覚えるようなことはなかったから。きっと、私の体が疲れてしまっただけ。だったら、今の私がしっかり休んで、余裕ができてから、また始めればいいかなって」

    　ゆっくり顔をおろして、あやめがが喜羽を見つめて微笑む。

    「過去を清算して、新しい人生をここから始めるんだ」

    


「…………」

    　緑の葉をつけた桜の木を挟んで、文実と八馬があやめたちの様子を眺めていた。

    　少し顔を伏せて、文実が口元に指を触れさせる。

    　その隣に立つ八馬が苦い表情を浮かべる。

    「……文実さん、行きましょう」

    　文実の耳元で八馬がささやき、文実がうなずく。

    　二人がその場をあとにして、木々の揺れる音が残った。

    　……賑わう学園を背に、八馬と文実が夏の日差しを浴びながら歩く。

    　二人の耳に虫の鳴き声と風の音が届く。

    　二人はそれぞれ、顔を伏せて自分の足元を見つめている。

    　文実が小さくため息をついた。

    「……身近な人のああいう話を知っちゃうと、結構ショックでかいんだなぁ……」

    　そう言ったあと、文実が自嘲するように苦笑いを浮かべる。

    「自分の見ている世界って、まだまだ狭いんだなーって実感するというか……なんというか……」

    「頭でわかっていても、実際に体感するのとでは……やはり違いますよね」

    　文実がうなずく。

    「なんだか、どうしても自分と比較しちゃうというか……うぬぼれていた自分に気付いてショック」

    「…………」

    　無言のまま歩く二人の横を、車が何台か通り過ぎた。

    　八馬が文実へ視線を向ける。

    「！」

    　文実が涙を浮かべていることに気づき、八馬が目を見開く。

    　文実は前を向いたまま歩き続けた。

    「…………」

    　八馬が口をつぐみ、前を向いて文実の隣を歩いた。

    　口を開いてなにかを言いかけ、そのまま口を閉じて歩く。

    　しばらくして、文実が口を開いた。

    「……あたし、奏くんの平等な考え方とか、目指している夢に惹かれたんだよね」

    　八馬が横目で文実を見る。

    　その目にもう涙は浮かんでいなかった。

    「人が聞いたら無理だって笑うような夢を、本気で目指している奏くんはカッコいいと思う」

    「…………」

    　文実の横顔を見つめながら、八馬が再び口を開き、閉口する。

    「……引かないで聞いてほしいことがあるんだけど……」

    「あり得ません」

    　八馬が文実をじっと見つめる。

    　文実が八馬を見上げて微笑んだ。

    「本当にあり得ないんだろうなぁってわかるから……安心する」

    　空を見上げ、小さく息を吸ってから文実が肩を小さく落とした。

    「あたしの両親と、次男のお兄ちゃんは、とある宗教の狂信的な信者でね」

    「……なるほど」

    　文実がうなずく。

    「でも、一番上のお兄ちゃんとあたしは懐疑的だったから、腫れ物扱いで。その宗教には色々な戒律があって。あたし、それを破って友達といた所を見つかったことがあってね。それで友だち全員を失ったり、好きなもの全部捨てられたりしたから……うちの家系がそういう家庭だってことは皆に知られたくなくて」

    　文実が両手の指をあわせるように重ねて、目を伏せて手元を見つめる。

    「前にさ、課題で自分の興味のあるものをレポート形式で提出するっていうのがあったじゃない」

    　八馬がうなずく。

    「あたし、ある程度皆のレポート読んだんだけど、奏くんが出したアレ。政治と宗教の関係性。奏くんがレポートした意図とは異なるけど……宗教は思想であり、悪ではないという部分。あたしはその言葉に、すごく救われた」

    　つぶやくようだった文実の言葉に、芯のある声色に変わっていく。

    「あたし、家族みんな大好きなんだ。自分の信じる宗教が、本気で人のためになると信じているだけで、基本的にはすごく優しいしね。ただ、価値観の中心に宗教があるから、他人の意見を絶対認められないんだ。それで、ある時お兄ちゃんがお母さんと大喧嘩して。止めに入ったあたしが十針縫う怪我を負って、お兄ちゃんがあたしを連れて家出したの。お兄ちゃんが生活費を払ってくれて、短大へ行くことができて卒業もしたんだけど……。家庭の事情とかさ、今って隠そうとしてもバレちゃうんだよね……」

    　八馬が文実に顔を向け、目を細める。

    「……就職……ですか」

    　文実が歩きながらうなずく。

    「どの会社でもこの話すると、潜在的に悪みたいな見方されて……同じ境遇の人でも成功してるやつは山ほどいるとか言われて、なんか嫌になっちゃって。……でも、やっぱり家族を悪だって見たくはなくて……お母さんたちにとっては、自分を救ってくれたものが、たまたま宗教だったんだって」

    　文実が奏を見上げる。

    「ごめんね、こんな話をして」

    　八馬が首を振る。

    「……話してくれて、ありがとうございます」

    「あたし、ここの環境はすごく良いと思ってる。色々なことに気づかせてくれるし、みんななにかしら抱えてここへ来ているから、すごく他人に優しい。あたしだけじゃないんだって、ここにいていいんだっていう安心感が、この場所にはある。だから、あたしは――」

    　文実が数歩駆けて、八馬を振り返る。

    「あなたの夢を本気で応援してるよ、奏くん」

    


　展示用に改装された教室で、あやめが熱心に小冊子を読んでいる。

    　その隣で翔は、椅子に座ったまま呆然と天井を見つめていた。

    「あー、結局聞かれたら頭真っ白になっちゃうんだろうなぁ。こういうのって、どうやったら上手く解説とかできるんだろうね」

    　小冊子に目を落としたままあやめが言った。

    　しばらくして、あやめが顔をあげた。

    「……翔？」

    　翔は天井をぼーっと見つめている。

    「翔、大丈夫？」

    「ごめっ、ぼーっとしてた。なんて？」

    「あ、ううん。なんでもないよ」

    　あやめが微笑み、背後の大きな絵を振り返る。

    「こうやって作品にしてみると、実際にその舞台となった場所に行ってみたくなるよね」

    　同じように翔も見上げる。

    「綺麗だったよ、小夜湖。本当は連れて行ってあげられたらよかったんだけどね……」

    「ううん。翔が見てきたものを、実際に見ていない私の解釈で表現するのもすごく楽しかった。そっか。もしかしてこれが『同人』の楽しさなのかな？」

    「そうだね」

    「翔さえ良ければ、私はまた一緒に同人、やってみたいな」

    　翔が目を丸くする。

    「本当に？」

    「え？　うん。まだ私は、自分のイメージをうまく表現できていないけど……」

    「嬉しいな。私もまた、あやめと一緒に制作してみたい」

    　翔が自分の手元を眺める。

    「私の始まりも同人だった。いつの間に、こんなに遠くなっちゃったんだろう」

    　あやめは黙ったまま翔を見つめた。

    　翔が顔をあげて、あやめに微笑む。

    「また、一緒に同人やろうね。あやめ」

    「うん」

    　あやめも翔に微笑みを返した。

    


　喜羽が展示されたボードを熱心に眺めていた。

    　一通り眺めてから織鶴を振り返る。

    「よくできてるな」

    　声をかけられた織鶴が振り向き、キョトンと目を丸くしてから苦笑いを浮かべる。

    「まったく、大変だったんですからね」

    　喜羽が再びボードに視線を移して、机におく。

    　文実が机におかれたタブレットを操作し、画面に別のタブレットを掲げる。

    　そのまましばらく、その画面を見つめる。

    　八馬が文実の背後からその画面を覗き込む。

    「どうですか？」

    「うん、大丈夫そうかな」

    　文実の掲げたタブレットが点滅し、アプリが起動する。

    　それを見て、文実がタブレットを八馬に差し出す。

    「ありがとうございます」

    　文実の手からタブレットを受け取って、八馬が操作する。

    　八馬が顔を上げると二人の目が合い、文実が顔を赤くする。

    「文実さん、ここまでのものに仕上げてくださり、本当にありがとうございます。これは、今日だけに限らず、今後とも活用させていただいて勉強していきたいと思います」

    　文実が両手を前に合わせて小さくうなずく。

    「うん。できることがあったら、また手伝うから」

    　八馬も文実に微笑みを返してうなずいた。

    「実際、今回夏杞はすごくよくやってくれた。おかげで俺もアプリ開発について実践的な知識が身についた」

    　文実が喜羽を振り返り手を差し出す。

    「授業料」

    　喜羽がその手を掴んで、無理やり握手する。

    「ありがとう」

    　文実の頬が赤らんだ。

    「ま、まあな」

    　織鶴がその様子を見て苦笑する。

    　八馬は教室の展示物を眺めてから、三人のほうに体を向ける。

    「それでは、ラスト一日、みなさんよろしくお願いします」

    　おー、という声が教室に響いた。

    


　展示物の並ぶ教室に人が集まってくる。

    　作品の前で立ち止まり、じっくり展示物を鑑賞する者。

    　素通りするようにハイペースでまわる者。

    　それぞれのペースで展示会を楽しむ人々を、翔とあやめは見守っていた。

    　そこに、男性の二人組がやってくる。

    　一人が大きな絵を見上げ、もう一人が机に置かれた小冊子を手に取る。

    「すげぇ。プロじゃん」

    「それな」

    　小冊子を手に取った男性が、ページを捲っていく。

    　絵を眺めていた男性が振り返り、翔の首のネームプレートを見つめた。

    「これ、君島さんが描いたんですか？」

    　翔が小さく会釈をした。

    「はい、そうです」

    「なんかそういうお仕事とかされてたんです？」

    「あ、はい。フリーターをしながらちょこっとだけ」

    「おおー。なんかサイトとか持ってるんですか？　あとで調べたいです」

    「ええっと、サイトは持っていないんですよね……」

    「じゃあ投稿サイトとか？　他の作品も見られる場所があれば――」

    　対応を続ける翔の横で、あやめは小冊子を熱心に読む男性をチラチラと盗み見ていた。

    　冊子を閉じた男性が、顔をあげてあやめに視線を向ける。

    「この物語に出てくる少女って、あなたがモデルなんですか？」

    　あやめが目を丸くしてから、両手をブンブンと振る。

    「あ、いえっ。この少女は、小夜湖から生まれたオリジナルキャラクターですっ」

    「そうなんだ。俺、ゴンドラは乗ったんですけど小夜湖までは行ってないんですよね。あそこ地味に遠くて」

    「そうなんですか」

    　男性の視線があやめのネームプレートに向かう。

    「星乃さん？　は、実際に小夜湖、見に行ったの？」

    「あ、私はこの通りでして……隣の翔が撮ってきた写真を元に、想像しながらデザインをしました」

    「あ、このデザインやったの星乃さんなんだ。いいっすね、俺この小冊子のデザイン好きです」

    「あっ、ありがとうございますっ」

    　ペコリと頭を下げる。

    　そこへ、ぞろぞろと六人のグループが大きな絵を囲むように立つ。

    「あ、これじゃん。噂になってたの」

    「そうそう、これ！　うわっ、本物だーっ」

    　その声に翔がチラリと視線を送る。

    　それから再び男性との会話に戻った。

    「やばいやばい、サインとか貰えないかなー」

    「バカ、そういうのはここではやめておきなって」

    「えーでもおー」

    　あやめは聞こえてくる会話に耳を向けながら、冊子を手に持つ男性と会話を続ける。

    「すごい人気っすね」

    「あはは。翔かな……？」

    　男性が振り返り、翔と話している男性を肘で小突く。

    「うしろつかえてる」

    「ああ、そうだな。わるい」

    　そう言ってから男性が、翔に向き直る。

    「すいません、お話しありがとうございました」

    「あ、いえいえ。こちらこそありがとうございましたっ」

    　お互いにペコリと会釈して、二人の男性が去っていった。

    　冊子を読んでいた男性があやめを振り返り小さくお辞儀して、あやめもそれに返してお辞儀をする。

    　女性グループの一人が翔の近くにゆっくり寄っていく。

    「あ、あのあの。君島さんって、早乙女はづきさん、ですよね？」

    　その声にあやめが顔をあげる。

    「あ、ああー。一応、そうなんですけれど……バレてましたかぁ……」

    　頬を人差し指で掻きながら翔が言った。

    「やっぱりーー!!　第二地区の方でもっぱら噂になってますよ、早乙女先生っ」

    「ええっ、噂になってるの??」

    「ですです。午前中に第二地区へ来た時に、コスプレしてましたよね？　彼女、早乙女先生と同じジャンルのコスプレイヤーで！　すぐに早乙女先生だって気づいたみたいなんですけど、あのあと先生の着たコスプレ衣装が取り合いになって大変だったみたいですよー」

    「……あ……そうなんだ。あぁ、だからあの時…………そっか、参ったな……そっちの姿まで知ってる人いたんだ……」

    「かく言う私も『親愛なるあなたへ』のファンでして……そのぉ、よかったらサインとかいただけないかなあって」

    「え？　うええっ!?　ど、どうしよう。ペンも用意してないしっ」

    「あ、もってますもってますっ。もしよかったら、このスケッチブックに――」

    


『ちょっと小旅行してみたい、そんなアナタに便利な旅行支援アプリを紹介しちゃいます！　国内から国外まで。厳選されたお手軽低予算プランを導き出します！』

    　織鶴と喜羽が、ポスターの文字を見つめる。

    「喜羽くん、ストップ!!　君が解説したら便利アプリの意味がないでしょ！　せっかく作ったんだからちゃんと宣伝してよ！」

    　前のめりに話す喜羽を織鶴がうしろから両手で止める。

    　その様子に、周囲の人々が苦笑を浮かべる。

    「おいおい、クールダウンして行こうぜ。今はグランドデザインの一環でアプリの本質をサジェスチョンしシェアさせる時だろ？」

    　織鶴が喜羽の頭にチョップを入れる。

    「アプリは好調だぞ。みんなダウンロードしていってくれる。それに、ここはどうやら旅行相談窓口になってるみたいだぞ」

    「誰のせいだと思ってるんですか!!」

    「織鶴がプロだからだろ。お前んとこ好評じゃないか。だから負けじと俺も頑張っている」

    「そ、それは嬉しいお話なんですが……とにかく！　喜羽くんが目立ってネタにされてるせいで私も解説せざるをえなくなってるんですよう!!」

    　二人のやりとりを、文実と八馬が横目で眺めていた。

    　その周囲には人がおらず、閑散としている。

    「あっち、盛り上がってるねー」

    「あのお二人でそのまま商売にできそうですよね……僕達の起業支援アプリ使ってくれませんかね……」

    「奏くん？」

    「やっぱり旅行とか皆さんの親しみやすいアイデアの方が人目を引きますよね……展示する際の集客や導線についてすっかり抜け落ちていました失敗です」

    「で、でもできはすごくいいし、使ってくれる人がいればその良さが伝わるよ！」

    「よい商品を持っているのに商売が成り立たないのは完全に僕の失態です。いやはや、なんのために経済学部にいたのかわからない」

    「あ、あれえー？」

    　文実が視線を泳がせて織鶴に顔を向ける。

    　織鶴は女性グループにアプリの説明をしていた。

    　床の一点を見つめて抑揚のない声で八馬が呟く。

    　そこに、男性二人組が近づいてきて、足を止めた。

    　文実が八馬の袖を引っ張る。

    「あ、奏くん、奏くんっ、お客さんだよ！」

    　八馬は両腕を組み、口元を手で隠したまま低い声でつぶやき続けていた。

    　文実が笑顔を浮かべて、男性二人に顔を向ける。

    「あ、よ、よかったら起業支援アプリ、見ていきませんか～」

    　男性二人組がパンフレットから顔を上げ、文実に近づいてくる。

    「お、ここがもしかして八馬さんのスペースですか？」

    「は、はいっ。そうです！」

    　文実が背筋を伸ばして声を張った。

    「よかったあ、見つかって。ずっと探していたんですよー」

    　六車が机に置かれたタブレットに目を落とす。

    「これは、どういったツールなんですか？」

    「あ、えっとですね――」

    　八馬から内容について簡単に説明を行う。

    　それを受けて、六車は一通りタブレットを操作する。

    　六車の隣の男性は、黙ったまま六車の手元のタブレットを覗き込んでいた。

    「これはすごい。確かにこれがあれば僕でも自分のお店を開けそうだ」

    「そうですよね。ぜひぜひ開いちゃいましょうっ」

    「いやあ、いい企画案もできたし、これは運命か……」

    「ほんとっ、もしかしたらあたしたちもこの時のためにこのアプリを開発したのかもしれませんねっ」

    「そこまで言われてしまったら、これは真剣に検討しないといけないですね」

    「きっとできますよお。それに、もしよかったらこのアプリの魅力をみんなにも広めてもらいたいなーなんてっ」

    　六車が文実の言葉に何度か深くうなずく。

    「もちろんです！　これはクラスの皆にも自慢しまくりますよ。この手順に従っていけば会社が作れるレベルですって！」

    「わあーっ。嬉しいなー、よろしくお願いしますうー！」

    　文実が両手を口の前で合わせて満面の笑みを浮かべる。

    「任せてくださいよ！　僕、俄然やる気が湧いてきました。新店舗案、本格的に試してみたいと思います！」

    「やったーっ。頑張ってくださいっ、応援してますよう！」

    　六車が背筋を伸ばし、敬礼してその場を去っていく。

    　隣の男性も六車にあわせて敬礼したあと、そのあとを追いかけた。

    　二人が見えなくなるまで文実が笑顔で手を振る。

    　曲がり角で二つの背中が見えなくなると、文実は手の動きを止めた。

    「はぁーーーっっ。つ、つかれたあ」

    　深く息をつきながら、文実が目の前の机にだらりと突っ伏す。

    「いやあ、営業とか接待って大変だよねえ……就職したら毎日これやるのかあ、しんどー。やっぱ技術職のがいいかなあ。でも残業やだなー、安定してるのがいい」

    　文実は口をついた自分の言葉に、ハッと目を丸くしてからゆっくり八馬を見上げた。

    「な、なんてね」

    　八馬は手元のタブレットから文実に視線を移した。

    　目を合わせたまま文実の隣に歩み寄り、肩に手をおく。

    「？」

    　文実が、手をおかれた肩と八馬を交互に見つめる。

    「そうですよ」

    　八馬は右手を文実の肩においたまま、左手に持ったタブレットを凝視した。

    「確かに、これがあればビジネスができる……」

    　目を細める八馬。

    「……吸収……合併……トライメント計画と同じ方法を取れば……」

    「か、奏くん？」

    　八馬が文実の目を見つめる。

    「文実さん。ありがとうございます。おかげでいいアイデアを思いつきました」

    　文実は目を丸くしてから、小さく微笑む。

    「よくわからないけど、奏くんの力になれたならよかった」

    　八馬も微笑みを返してうなずき、手元のタブレットに視線を戻した。

    「そうか。こうすればよかったんだ」

    


　教室の人もまばらになり、残った人たちが展示物を片付けている。

    　騒然としている中で、翔が無言で撤収作業を進める。

    　あやめは大きな絵をゆっくり丸めながら、翔の様子を見つめていた。

    　丸め終えた絵を、あやめが細長いダンボールの中に丁寧にしまう。

    　周辺の荷物をまとめて、一つの鞄に収めて立ち上がり、あやめを振り返る。

    「じゃあ私、荷物まとめて寮においてきちゃうから、あやめは先に４人と合流しておいてもらえると」

    　翔が、あやめの持つ細長いダンボールを見て手を差し出す。

    　あやめは差し出された手を見てから、翔の顔を見上げた。

    「翔、大丈夫？」

    　翔は微笑み、あやめの手から絵を持ち上げた。

    「大丈夫。そんなに量はないからね。それじゃ、またね。あやめ」

    「あ、うん……、また、あとで」

    　翔がもう一度微笑み、背中を向けて去って行く。

    　その背中を、あやめはじっと見つめていた。

    　それを見送った後、教室の入り口から顔を出して、あやめが辺りを見渡す。

    　その視線の先で、織鶴、文実、喜羽、八馬の四人が展示物を片付けていた。

    　あやめは四人のほうに車椅子を進めていく。

    「お、あやめちゃん。おつおつー」

    　あやめに気づいた織鶴が声をあげ、三人もあやめのほうを振り返る。

    「ん、先輩は？」

    「うん。翔は荷物を寮に運んでくれて、先にみんなと向かっててほしいって」

    「なるほど」

    　織鶴が足元の展示物をゆっくり眺める。

    「喜羽くん。残りの作業はこっちでやっておくからさ、あやめちゃんと先に行って、席確保しておいてもらえませんか？」

    　喜羽が腰を上げて、織鶴を振り返る。

    「む、いいのか？」

    「確かにそのほうがいいかもね。ビアガーデン、そろそろ空く時間でしょ」

    　織鶴が両手を腰に当て、にやりと笑う。

    「最前列を是非お願いしますよ」

    「ふむ、わかった」

    　うなずいたあと、喜羽が八馬を振り返る。

    「そういう訳で、悪いが荷物は頼む」

    「大丈夫ですよ。はじめからそのつもりです」

    　喜羽が小さくうなずき、あやめに歩み寄る。

    「それじゃ、行くか」

    　あやめが喜羽を見上げる。

    「よろしくね」

    


　車椅子のハンドルを握った喜羽がゆっくり歩く。

    　車椅子に乗ったあやめが、会場に顔を向ける。

    　それから下を向き、ため息を漏らした。

    「どうした、ため息なんかついて」

    「うーん、なんでもない」

    「君島のことか」

    　あやめが目を丸くして喜羽を振り返り、再び前を見る。

    「よくわかったね」

    「……まあ、心当たりがあるからな」

    「そうなの？」

    「休憩中、そっちを見に行った」

    「ああ……」

    　しばらく沈黙が続き、車椅子のタイヤが砂利を踏む音が続いた。

    「星乃は、君島が早乙女はづきだと知っていたのか？」

    「え？」

    　あやめがもう一度喜羽を見上げて、また前を向く。

    「ああ、そっか。喜羽くんは知らなかったんだ」

    「ああ」

    　喜羽が自分の影を見つめながら口を開く。

    「こんなに気づかないもんなんだな。だが、しっくりきたよ」

    「どういうこと？」

    「君島の『夢』だ。あいつの叶えたい願いは、前向きでありつつ、どこか消極的な雰囲気があった」

    　あやめがじっと喜羽を見つめる。

    「君島は、いつしか言ったんだ。今を終わらせて、新しい人生を歩みたいと。それは、漫画のことだったんだよ」

    「あ……」

    　あやめが前を向いて俯く。

    「そんな……どうして」

    「わからない。だが、きっと漫画を描き続けられない理由があるんだろう」

    「だから、終わらせる……」

    　あやめが自分の手のひらをぼんやり眺める。

    　そのあと、俯いたまま顔を歪めて、手をぎゅっと握りこんだ。

    「今日の翔、ずっと上の空だった。みんなが翔の漫画褒めてたのに……なんだか悲しそうだった。そういうことなのかな……」

    「…………」

    　喜羽が黙ったままあやめを見下ろす。

    「あとで、聞いてみるか」

    　あやめが喜羽を見上げると、喜羽があやめをまっすぐ見下ろしていた。

    「……うん」

    


　ステージの前に集った人たちは、壇上に視線を向けながら腰をおろしている。

    　喧噪の中、天草がマイクを手に取り、電源を入れる。

    　ノイズが走り、あ、あーと、天草のマイクテストの声が続いた。

    「皆さん、お待たせいたしました。これより、來夢学園、第一第二地区合同、夏のフェスティバル。夜のビアガーデンを始めます！」

    　一際大きな歓声があがったあとで、観衆はゆっくり静かになり、壇上の天草に視線が集った。

    「まずはじめに、社会福祉公社LieF、上席執行役員、管理部、伊砂真先生よりご挨拶をいただきます」

    　天草が、袖に立つ伊砂に会釈し、マイクを差し出す。

    　椅子からステージを進み、マイクを受け取る。

    「第一地区を主に担当しています、管理部の伊砂真です。皆さん、本日までの制作準備と展示会、お疲れさまでした。計画の都合上、これまで第一地区と第二地区の学園生が共同のイベントを行うことは、あまりありませんでした。このビアガーデンは、そんな皆さんが交流の機会を持てる祭典です。どうぞ、この機会により良い関係を築いてください」

    　伊砂が片手でコップを掲げる。

    「それでは、各自グラスのご用意をお願いします」

    　ステージを見つめる人々が、それぞれグラスを手に持った。

    　あやめと織鶴、喜羽もグラスを掲げる。

    「乾杯」

    

　・　　　・　　　・

    

　桜の木の下で、ユウが本島をじっと見つめる。

    　そのうしろから二上が歩み寄る。

    「こっちの用は済んだ。今度はしばらく間を空けることになる」

    　ユウが振り向く。

    「わかりました」

    　二上がユウの頭越しに、本島を眺める。

    　夜空を明るく照らす会場の光が届いていた。

    「……」

    「どうしましたか？」

    　二上を見上げるユウが言った。

    　二上が視線をユウに戻す。

    「いや。……アルファ。夜のビアガーデン、覗いてくるといい」

    　ユウが目を丸くした。

    　うしろを振り返り、そのあとでゆっくり二上を見上げる。

    「えっと……いいのですか？」

    「ああ、たまには私に仕事させろ」

    　片手を腰に当てた二上が微笑んだまま言った。

    　ユウがゆっくり首を振る。

    「あなたは、他にもやることがあります」

    「一日くらいいいだろ。ほら、行って来い」

    「…………」

    　ユウがペコリとお辞儀する。

    　それから二上に背を向けて歩き出した。

    　二上がその背中を、黙ったまま見つめた。

    

　・　　　・　　　・

    

　人々は片手にコップを持ちながら、それぞれ会話に花を咲かせている。

    　あやめと織鶴はレジャーシートに腰をおろしていた。

    　そこに喜羽が駆け寄ってくる。

    　あやめと織鶴が喜羽を見上げた。

    「だめだ。見当たらない」

    「これだけ人が多いと見つけ辛いですね……バラバラに向かったのは失敗だったか……」

    　織鶴が周りの人々を見渡しながら言った。

    「…………」

    　喜羽が、俯いたあやめを見つめてから、再び織鶴に目を向ける。

    「途中、夏杞と奏にも会ったが、二人も見ていないらしい」

    「うーん。先輩は屋台に釣られてフラフラするようなタイプでもないしなぁ」

    「入れ違いの可能性もある。もう一度探してくるよ」

    　そう言って喜羽が踵を返そうとする。

    「ちょっ、喜羽くん！　もう大丈夫だよっ」

    「そうですよ！　とりあえず、しばらくしてまだ合流できないようでしたら改めて考えましょう」

    「しかしな……」

    　そこに、マイクのノイズが響いた。

    「えー、皆さん。盛り上がっているところ、大変恐縮ではありますが……」

    　周囲の喧騒が止み、周囲の視線が一斉に壇上に集る。

    「これから皆さんに、本日展示した制作物のプレゼンテーションを行ってもらいます」

    　えーーーーという声があがる。

    「喜んでいただけているようでなによりです。世の中、こうして突然プレゼンテーションを行わねばならない機会は多々あります。第一地区、第二地区の学園生が集まっている今、お互いが自己紹介を行うチャンスでもあります。一グループにつき一分間。できますね？」

    『一分!?』『みじけぇ!!』という野次が飛んだ。

    「それでは、ランダムにグループを選出していきますので、皆さん心の準備をお願いします」

    「マジか」

    　あやめが、壇上に向けいていた視線をゆっくりおろす。

    「……でも、これなら翔と合流できるかも……」

    「……たしかに、それはそうだな……」

    「…………」

    　ブーイングの嵐の中、伊砂が手元のタブレットを操作する。

    「では、一グループ目」

    


　……周囲の視線が、あやめに集まっていた。

    　あやめが車椅子を前に進める。

    　ステージの下まで進み、ターンをして観衆のほうに体を向ける。

    　隣からマイクが差し出され、あやめが顔をあげた。

    「八馬さん」

    「深呼吸です。星乃さん」

    　あやめがうなずいて、深く息を吸い、吐き出す。

    「ありがとう、なんとか頑張ってみる」

    　そう言ってマイクを受け取る。

    　八馬は微笑んだまうなずき、あやめから離れた。

    　背後の特大スクリーンに、湖の絵が写し出される。

    　周囲から『早乙女はづき先生ー!!』という声があがった。

    　あやめの頬を汗が伝う。

    　あやめはゆっくり観衆を見渡した。

    　翔の姿は見つからず、あやめはもう一度小さく深呼吸した。

    「第一、学園Ｂクラス、星乃あやめです。……えっと、今回の作品は、イラストと物語を君島翔が担当しまして、私は小冊子などのデザインを行い、分担して制作しました。この作品は――」

    　あやめの言葉が途切れ、視線がさ迷う。

    　喧騒はやまない。

    　あやめは目を伏せてもう一度深呼吸して、顔をあげた。

    「この作品は、御雲島の小夜湖を元に生まれました。作品タイトルは、『あなただけが知る世界』です。君島が小夜湖から着想を得て、一枚の絵を描き上げ、その世界観を文字につづりました」

    　再び、『早乙女先生、ファンですーー!!』という声があがる。

    「私は、君島の表現したものを、私の解釈で受け取り、この作品をデザインしました。私がこの作品においてお伝えしたいことは多々ありますが、一番強く感じたことは――」

  


  
    
      
    
  


  
    　少し顔を伏せて一呼吸おき、真剣な表情にかわったあやめが顔をあげる。

    「私は、君島の用意した最初のラフ画に深く感銘を受けました」

    　あやめがうしろのスクリーンを振り向く。

    「この完成画からは、とても感情的な情景を感じ取ることができます。ですが、一番最初のラフ画からは、とても合理的で、感情的でない一筆を、私は感じました。これが、絵の基礎を知る者が描く設計図なのだと、感銘を受けたのです。…………」

    　あやめが振り返り、ステージ上におかれたタイマーを見上げる。

    『００：０４』

    　もう一度あやめの頬を汗が流れる。

    　あやめはスクリーンに表示された翔の絵を見つめてから、また前を向いた。

    「デザインとは、ある問題を解決するために思考、概念の組み立てを行い、それを様々な媒体に応じて表現することである。私にデザインを教えてくれた先生の言葉です」

    　前方であやめを見つめる織鶴に、あやめが視線を向けた。

    「目的の達成に必要な要素を洗い出して組み立てを行う。これは他の概念全てに当てはまる基本なのだと感じました。この基本をもとに、私たちの持つアイデアや目線を組み込んで、作品を昇華させるのだと、私は思います。この作品制作は、そんなことを私に教えてくれました。今後もこの感覚を大切に、制作を続けていてきたいと考えています。ご清聴、ありがとうございました」

    　あやめが深く頭を下げ、拍手が起こった。

    


　あやめが車椅子を動かし、織鶴と喜羽のところに戻る。

    　織鶴と喜羽が立ち上がり、あやめを迎えた。

    「あやめちゃん、めっちゃ喋れてたじゃないですか！」

    　あやめがやや肩をすくめる。

    「一分超えちゃったし、ちょっとつっかえちゃったけどね」

    　周囲を軽く見渡したあとで、あやめが俯く。

    「翔は、やっぱりいないんだね……」

    　喜羽があやめを見て、目を細める。

    　それから織鶴のほうを振り向く。

    「河居、星乃を頼む。俺は寮のほうに行ってみる」

    　あやめと織鶴が目を丸くして喜羽を見る。

    「天草さんたち準備してたし、そろそろ演奏始まっちゃうよ？」

    「なら、尚更だ」

    　喜羽があやめを見る。

    　あやめも喜羽の視線を見つめ返した。

    「お願い」

    　喜羽が深くうなずいた。

    


　――寮に向かって、喜羽が通学路を走る。

    　人の姿はなく、背後にはステージの強い照明が浮かび上がっている。

    「……っ」

    　右手で胸を押さえ付けて、荒い息を吐きながら、なんとか寮へ。

    　そのまま足は止めず、喜羽がロビーを横切る。

    「はぁ、はぁ……っ。……はぁ、くそ……」

    　呼び出し端末の前で、左手を壁につく。

    「はっ……はっ……はぁ……っ」

    　少し息を整え、端末のボタンを押す。

    　コール音が鳴り、それがしばらく繰り返される。

    　ブツッというノイズ音が鳴った。

    「喜羽くん……」

    　部屋の扉が開き、翔が顔を出す。

    　深く鼻で呼吸をする喜羽を翔が見上げた。

    「ごめん、心配かけたよね……」

    「連絡手段がないと、こういうとき不便だな。まぁ、俺はロマンがあって好きだが……」

    　翔を見下ろした喜羽がそう言って微笑んだ。

    　翔も苦笑を浮かべる。

    　それから軽くうなずいて、翔が部屋への入室を促す。

    　喜羽が中に入りながら、言った。

    「こっちの部屋は、初めてだな」

    　翔がベッド裏にあった椅子を引き、喜羽に促す。

    　喜羽がそれを見て、椅子に腰かけた。

    　翔も自分の椅子に座り、机におかれた液晶タブレットを見下ろす。

    　資料もその周りに広げられていた。

    「久しぶりに、トラウマが蘇ってさ。ちょっと……まぁ、漫画の作業をしてた」

    　翔が目を細める。

    　喜羽が、翔の机の上に視線を向けた。

    「いいんじゃないか。ここは、本来そういう場所だ」

    「ほんと、君は優しいんだね」

    　翔が手をぎゅっと握る。

    「早く、君たちと、みんなと遊びたいよ。でも、それは私がこれを終わらせてからだ」

    「受験、みたいなものか」

    　その言葉に、翔がキョトンと目を丸くする。

    「あははっ、そう、そうだね。まさに。私はずっと合格できない受験を繰り返している、浪人生だ」

    「何浪目だよ、それは」

    　喜羽も小さな微笑みを浮かべた。

    　翔は両手で椅子の端を掴んで背筋を伸ばす。

    「さあ、どうだったかな。もう忘れちゃった」

    　喜羽が翔を見つめる。

    「もう十年だな」

    「あっはは……面と向かって言われると心にくるものがあるね……」

    「それは、俺にはわからない苦労だろうな……」

    「どうだろう、不器用なだけだよ」

    「器用じゃないからこそ、君島のような視野を持てるんだと俺は思う」

    「…………」

    　喜羽が椅子から立ち上がる。

    「邪魔したな」

    　翔が喜羽を見上げる。

    「もういっちゃうの？」

    「君島の覚悟を踏みにじりたくないんでな」

    　翔が小さく口を開けたまま、喜羽をじっと見つめる。

    　小さく口を動かしながら、喜羽を見つめ続けた。

    　両手で椅子の端を掴んだまま、ゆっくり下を向く。

    「……ここで抱きしめられたら、恋しちゃうかも」

    　翔の言葉に喜羽が目を丸くし、そのあとで、口を真一文字に閉じて目を細めた。

    　翔に歩み寄り、大きな手で翔の頭をぐしゃぐしゃと撫でる。

    「それでも君島は、終わらせることを選ぶよ」

    　喜羽が翔の頭から手を離したあとも、翔は下を向いて黙っていた。

    　部屋に静寂が訪れたとき、ふいに窓の外が明るく光る。

    　よく晴れた夜空。

    　それを覆い尽くすように、巨大な菊型の花火が炸裂する。

    　喜羽が振り返り、窓の外に視線を向けた。

    「君島、顔をあげてみろ。花火が綺麗だぞ」

    　翔が片手で顔を拭い、顔をあげる。

    　再び、光の玉が一瞬のうちに空いっぱいに広がった。

    「……いつもこうして、部屋の中から花火を見上げてた」

    　喜羽が翔の横顔を見つめる。

    　花火の光りが、翔を照らしていた。

    「そんな日々も、きっと終わらせる」

    　翔が喜羽を見上げる。

    「ありがとう、喜羽くん。……みんなには、ごめんって伝えておいてほしい」

    　喜羽がうなずく。

    「こっちは大丈夫だ。星乃のことも心配するな」

    「うん、君がいるからね」

    　喜羽が苦笑して、翔に背を向ける。

    　手を軽く振り、部屋の外に喜羽が去っていく。

    　その背中を見つめながら、翔が微笑んだ。

    「……ありがとう」





  
    
      
    
  


  
    　――天草たちの演奏が始まる。

    　通学路を歩く喜羽に、その音が微かに届く。

    　打ち上げられた花火が喜羽の横顔を照らした。

    　二度、三度、絶え間なく花火が空を彩る。

    　有志たちがかわるがわるステージにあがっていく。

    　コント、漫才、ソロギター……。それぞれのパフォーマンスが続く。

    　観客の拍手と笑い声が会場を包んでいた。

    　並んで立った八馬と文実が、その喧噪の中にいた。

    　二人の視線がまっすぐステージに向けられている。

    　織鶴とあやめも、少し離れた場所から同じようにステージを見上げていた。

    　ふいに、あやめが視線を空に向ける。

    　一筋の閃光が走り、花火が夜空に開いた。

    　あやめの瞳に、その輝きが映り込んでいた。

    

　・　　　・　　　・

    

　ステージの上に立つ天草が、片手でギターを支えながらマイクスタンドを引き寄せる。

    「さてさてっ！　盛り上がってきたところで、セッションといきましょうか！　コード進行はスリーコード！　まずは私たちでお手本を見せるから、ついてこられる奴は舞台にあがってこい！」

    　天草がドラマーを振り返りうなずく。

    　ドラマーがシンプルなリズムキープを始め、それにあわせてベース、キーボード、ギターと続く。

    　会場からは歓声が大きくあがり、伴奏に合わせて歌う人や体を動かす人でステージ手前がごった返した。

    　あやめと織鶴は、後方に広げたシートからその様子を眺めていた。

    「待たせたな」

    　あやめと織鶴が声のほうに顔をあげると、喜羽が駆け寄っているのが見えた。

    「翔、部屋にいた？」

    　喜羽がうなずく。

    「そっか……それなら、よかった」

    　あやめが前を向き、喜羽がその隣に並ぶ。

    「君島はな、その……」

    「漫画の原稿、やってるんだよね」

    　あやめが悲しげな微笑みを浮かべて、喜羽を見上げる。

    「ああ。終わらせると、そう言っていた」

    「うん」

    　ステージ上では奏者が入れ替わり、決められたコードに則って演奏を続けている。

    「毎日ずっと頑張ってるの見てた。なにもしてあげられないのは辛いけれど、翔はもっと辛いもんね……」

    「あいつは、昔からずっとああだったのか？」

    　喜羽が織鶴に視線を向ける。

    　織鶴が喜羽を見上げて、またステージへ視線を戻す。

    「そうですね、昔から目標が明確にあって、それに向かって止まらない方でした。先輩とここで再会して、すごく変わった印象を受けましたが、私にとっては今の先輩のほうがよくみてきた姿ではあります」

    「…………」

    「昔、先輩が漫画のコンテストに応募したことがあって、佳作に入賞したんです。しばらくして先輩と会ったとき、少しその話したんですよ。そしたら、りっちゃんは絵を描いてて楽しそうでいいよねって言われて……私はそのとき、先輩も好きなように描けばいいと、そう言いました。それで、先輩泣いちゃって。私はそのとき、どうすればいいかわからなかった。……先輩は本当に漫画家になった。それなのに先輩はまだ走り続けている。一体なにがそうさせているんでしょうね」

    　そう言って織鶴が目を伏せる。

    「河居さんは、今では翔のことどう思ってるの？」

    「尊敬してます。先輩は否定するでしょうけど、私はやっぱり、今の先輩でも十二分にすごいと思ってしまいますから。覚悟を決めた分、ちゃんと結果でこたえたいタイプなんでしょう。先輩自身が納得するには、言葉通り、終わらせる必要があるんでしょうね」

    　あやめが俯き、手元のカメラを握る。

    「今回の制作、一緒にできて楽しいって言ってくれたんだけど、それも強がりだったのかな……」

    「それは本当だと思うぞ」

    　ステージに目を向けたまま喜羽が言った。

    「星乃と一緒にまた作るために、今を頑張ってるんだよ、あいつは」

    「それは間違いないですね。私もいつか一緒にまた同人やろうって約束してますから。ちゃんと守ってもらわないと」

    　そう言って織鶴が微笑む。

    「先輩にとって、あやめちゃんが隣にいてくれることが、一番の支えになっていると思いますよ。それに、今回の制作は、久しぶりに好きなものを自由に表現できたって先輩言ってましたから」

    　あやめが目を見開いて織鶴に顔を向ける。

    　それから手元のカメラに視線を戻す。

    「……そうなんだ」

    　あやめの口元に、小さな笑みが浮かんだ。

    「あやめちゃんは、好きなように表現できましたか？」

    　あやめがステージを見上げる。

    「うん、今回の制作は、私も楽しかった。学ぶこともいっぱいあったし」

    　ステージ上では演奏が止まり、楽器を持っていた人たちがお辞儀をして、バンドメンバーに楽器を受け渡している。

    　天草が男性からギターを受け取った。

    「じゃあ、ピアノはどうですか？」

    「えっ？」

    　あやめが織鶴を勢いよく見上げる。

    　それとほぼ同時に、天草がマイクスタンドを掴み、口元に引き寄せて叫んだ。

    「よーし、じゃあ次っ！　楽器はなんでもおっけーだよん！どんどんいっちゃおーっ！」

    　そう言って拳を掲げると、会場が歓声をあげる。

    　ステージの中心に立つ天草を、あやめがぼんやり見つめた。

    「んじゃ、私行ってこようかな」

    「えっ!?」

    　あやめと喜羽が、織鶴に顔を向ける。

    「お前、楽器できるのか」

    「まぁ、ギターをちょっと趣味程度にですね」

    「そういえばそんなこと言ってたな」

    「本当なんちゃってギターですから、あんまり期待されても困りますよ」

    　織鶴がステージ上の天草に視線を移す。

    「でもまあやっぱり、目の前ですごい人を見てしまうと、ちょっと憧れてしまうんですよ。触れば触るほど、実力の差に気付いていくんですけどね。きっと、全く違う世界が見えてるんだと、そう思います」

    「…………」

    「それでも、すごい人となにかを一緒にできるのは、それだけですごい楽しい」

    　織鶴が一歩前に出て振り返る。

    　片手を頭につけて軽く敬礼して笑みを浮かべる。

    「んじゃー、ちょっと遊んできます！」

    


　ステージ上でギターを弾きながら、織鶴と天草が顔を合わせる。

    　あやめは二人の笑顔を写真に収め、そのままカメラを見つめる。

    　写真を切り替えていくと、やがて翔の描いた絵が写しだされた。

    　しばらくそれを見つめ、再び画面を切り替えると、小夜湖の写真が表示される。

    　しゃがんでいる喜羽の姿がとらえられていた。

    　あやめが顔をあげて微笑む。

    「喜羽くんだ」

    　あやめが、隣に立つ喜羽に写真を見せる。

    「ああ、それか。それはな、君島がお前の目線になって撮った写真だよ」

    「え？」

    　あやめが呆けたように喜羽を見つめてから、カメラの画面に視線を戻す。

    　写真をじっと見つめ、微笑む。

    「翔らしいな」

    「……」

    　喜羽はあやめの様子を黙って見つめていたが、不意に目を見開いてしゃがみこんだ。

    「……ああ、そういうことだったのか」

    「？」

    　あやめの隣にしゃがんだ喜羽の横顔を、同じ目線で見つめるあやめ。

    　喜羽がしゃがんだままステージを見つめる。

    　あやめはしばらく喜羽の横顔を見ていたが、やがてステージに視線を移した。

    　ギターを演奏する織鶴が視界に入り、あやめが微笑む。

    「君島は、星乃と同じ目線になって、世界はとっても広いと言っていた」

    「…………」

    「確かに、なにもかもが大きく見える。俺は、そういう手法かと思っていたが……」

    　あやめがチラリと喜羽に視線を向ける。

    　喜羽が正面から、あやめを見つめる。

    「あなただけが知る世界」

    「？」

    　喜羽があやめからカメラを受け取り、操作を始める。

    　ボタン押し、喜羽が画面を操作していくのを、あやめは黙って見つめていた。

    　画面が止まり、喜羽がカメラの画面をあやめのほうに向ける。

    　そこには、翔が描いた絵の隣に、あやめと翔が写っていた。

    　車椅子のあやめが小冊子を抱え、そのうしろで翔が微笑んでいる。

    　あやめはしばらくそれを見つめてから、目を見開いた。

    「……あ」

    　喜羽がうなずく。

    「そう、この絵の主人公は星乃だよ。この下からあおったような視点の構図。タイトルの『あなただけが知る世界』。これは、星乃だけが知る世界のことだったんだ」

  


  
    
      
    
  


  
    

　・　　　・　　　・

    

　ステージ裏のカーテンの隙間からユウが会場を覗く。

    　顔を引っ込めて、後ろを振り返る。

    　ステージから反響してくるこもった音を背に、ステージ裏の機材前をゆっくり歩く。

    　そのまま、多くの配線が繋がれた機械のスイッチに指を触れていく。

    　――誰もいないロビーにノイズが走り、やがてスピーカーから音声が流れ始める。

    

　・　　　・　　　・

    

　どこからともなく流れてくる会場の音声に気づき、翔が液晶タブレットから顔を上げる。

    「それじゃあ次で最後になりますが、ちょーっと準備していますので、少々お待ちくださいね！」

    　えーー、という会場の声が、部屋に響く。

    　椅子から立ち上がり周囲を見渡したあと、翔が窓の外に目を向ける。

    　解錠して窓を開けると、外からの温風が部屋になだれこみ、翔が目を細めた。

    「そうそう、今日演奏しているこのメンバーなんですが、みなさんご存知のとおり、この計画内で組まれた即席バンドなんですよね。最初は二人だったんですけど、芋づる式にめっちゃうまい人たちが集まっちゃって。めでたくこうしたバンドが組まれたわけなんですよ」

    　遠くで夜空を照らす会場の照明を、翔がぼんやりと眺める。

    「まあ、皆察しがついちゃってると思いますが、このバンド名、トライメント計画から名前を拝借しています」

    　会場から聞こえてくる音と、部屋のスピーカーからの音がリンクするように、少しずつ音声がクリアになっていく。

    「トライメントってどういう意味なんですかって先生に聞いたら、『挑戦』って意味だと教えてもらって。音楽用語の発想記号にも『トロイメント』っていうのがあるんです。意味は『夢見るように』。いい言葉だよねってみんなで話してたんですが、でもトロイって響がなんかアレだなって。それで、私たちのバンド、『トレイメント』が誕生しました」

    　……ステージ上のグランドピアノの前にあやめが座る。

    　車椅子を鍵盤の前に乗り付けて、姿勢よく鍵盤を見下ろす。

    　天草が駆け寄っていき、あやめの隣に立った。

    「星乃さん、あらためてありがとう。私たちは星乃さんに合わせるから、好きなように弾いてね」

    　あやめが天草を見上げる。

    「あの、私、演奏したい曲があるんです」

    「おお！　もちろん、なんでも言って！」

    「でも、私ペダルが踏めなくて……」

    　あやめが自分の足を見下ろす。

    　天草があやめの足元を見つめてから、あやめの顔に視線を戻して微笑んだ。

    「演奏の質を気にしてるなら大丈夫だよ、ここでは全てが自由だから」

    「それじゃあ――」

    「よろしければ、私に任せてくださいませんか」

    　その声にあやめと天草が同時に振り返る。

    「二上さん」

    　ユウが微笑んで、あやめのほうに歩いてくる。

    　横におかれた椅子を、あやめの隣につける。

    「あなたの想いを届けるお手伝い、私にさせてください」

    　あやめがユウを見つめる。

    　そのあとで、あやめは深くうなずいた。

    「お願いします。二上さん」

    　ユウが微笑んだままうなずきを返す。

    「うん、役者はそろったね」

    　あやめが天草を見上げて頷き、鍵盤に向かって息をゆっくり吸い込む。

    「曲は、ショパンのエチュード。作品番号１０の４。そのあとに、１２へ繋ぎます」

    　天草が目を見開く。

    「それって、あの？」

    「はい」

    　天草がギターのネックを強く握る。

    「まさか、ここにきてそれを演奏することになるとはね」

    　あやめが目を伏せてから、天草を見上げる。

    「あの、すみません。エチュード１０の４は、私が二上さんと演奏を繋いでもよろしいでしょうか……」

    「もちろん。それに、その曲には誰も合わせられないだろうしね」

    　天草が苦笑しながら言った。

    　あやめも苦笑を浮かべる。

    「ありがとうございます」

    「それにしてもエチュードか。ピアノを習う者の鬼門だよね」

    「天草さんも、ピアノをやっていたことがあるんですか？」

    「うん、子供の頃からね。基礎能力を身に着けるためにさんざんやらされたよね、その曲は」

    「そうなんだ……」

    　天草があやめを不思議そうに見つめる。

    「星乃さんは、この曲が好きなの？」

    　あやめが再び苦笑する。

    「大っ嫌いです」

    　天草がキョトンと目を丸くする。

    　そのあとで吹き出すように笑った。

    「わかる！　私も嫌い」

    　天草があげた笑い声に、一つの足音が混ざる。

    「デザインとは、ある問題を解決するために思考、概念の組み立てを行い、それを様々な媒体に応じて表現することである」

    　ギターを持った織鶴が、天草の背後に歩み寄る。

    「全ての基礎は、自由を求める者にとってはなかなかに楽しくないものですよね」

    　織鶴も苦笑いを浮かべながら言った。

    　振り返った天草と織鶴の目が合う。

    「みんな、待ちかねています。そろそろ始めたほうがよさそうです」

    　天草がうなずいて、あやめを振り返る。

    「それじゃ、よろしくね、星乃さん」

    「はい」

    　微笑んだあやめがうなずいた。

    　天草と織鶴がステージ前に進んでいく。

    　天草がマイクを持ち、会場に声をかける。

    「どうして、エチュードなのですか？」

    　あやめの隣に座るユウが静かに聞いた。

    　ユウに視線を向けてから、あやめが鍵盤を見下ろす。

    「……私が最も苦しんだこの曲で、あの人の隣に並びたい」

    　ユウが目を見開いてから、優しく微笑んだ。

    　前を向き、手を膝の上で揃える。

    　やがて、天草の挨拶が終わり、あやめを振り返ってうなずく。

    　あやめもそれに、うなずきを返す。

    　そのあとで、あやめが空を仰ぐように顔をあげる。

    　目を瞑り、だらりと身体の力を抜く。

    　会場の喧騒がどんどん小さくなり、音が止まる。

    　何度も繰り返してきた、原点に立つ動作。

    　どんな時でも、あらゆる状況に、絶対のこたえを奏でるために。

    　一度、十度、百度、千度、何万を超える始まりに。

    　確定した未来へ紡ぎ詠う、究極の一手。

    　あやめが目を開き、鍵盤に十指をのせる。

    「――――っ」

    　演奏が、始まる――。

  


  
    
      
    
  


  
    

　・　　　・　　　・

    

　――トライメント計画の、参加者選考の後。

    　長机をはさみ、翔と伊砂が向き合って座っていた。

    　翔の目元には、うっすらクマが。伊砂がじっと翔を見据える。

    「……君島さんはなぜ……星乃さんを選ばれたのですか？」

    　翔は伊砂を見つめてから、視線をテーブルの上の書類に落とす。

    　星乃あやめのプロフィール用紙が、翔の視界に入った。

    「彼女なら」

    　翔が顔を上げる。

    「星乃さんとなら、わかり合えるんじゃないかって。彼女の経歴を知って、彼女の演奏を知って。私は、この人と友達になりたいと、そう感じたからです」

    　伊砂が黙ったまま翔の目を見つめる。

    　机のプロフィール用紙に視線を落とし、再び翔に顔を向け、ゆっくり微笑んだ。

    「わかりました。本日が、最終面談日になります。よって、これ以降の変更は難しくなります」

    　伊砂が手元のカレンダーを確認してから、翔をまっすぐ見つめる。

    「お考えに、変わりはありませんでしょうか」

    　翔がうなずいてから、頭を下げる。

    「よろしくお願いします」

    


　……長机に座った伊砂が、手元の書類を見つめている。

    　ノックの音がして、三国が部屋に入ってきた。

    　伊砂が顔を向けて、再び書類に視線を戻す。

    　三国が歩みより、机に手をかける。

    「……よかったのか、あの二人で」

    「私は、彼女が適任だと思っています」

    　伊砂は書類をまとめながらこたえ、三国はその様子を眺めていた。

    「しかし、彼女もまた『うつ病』なのだろう？　自分のことで手一杯な状況では、互いに悪い影響を与え合う可能性が高い」

    　伊砂が束ねた書類をファイルにしまい、窓の外に目を向ける。

    　空を仰ぐ翔の姿が伊砂に見えた。

    「彼女たちは他人を頼らず依存しない。長所であり欠点でもありますが、そうした性質は互いを高め合う。私は、彼女しかいないと確信しています」

    


　翔が青空を見上げ。

    　掲げた手に日差しを受けて、目を細める。

    　小さく微笑むと、翔は再び歩き始めた――。
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